
ブ
ロ

ッ
ク

タ
イ

プ

エ
ン

ト
ラ

ン
ス

タ
イ

プ

セ
ン

タ
ー

Ｖ
タ

イ
プ

マ
ウ

ン
ド

タ
イ

プ

技
術

名
フ

ロ
ン

テ
ィ

ア
側

溝
開

発
社

カ
イ

エ
ー

共
和

コ
ン

ク
リ

ー
ト

株
式

会
社

(補
足

)
ス

リ
ッ

ト
側

溝
所

在
地

千
葉

県
千

葉
市

若
葉

区
都

賀
3

-
2

4
-1

 都
賀

M
T

ビ
ル

1
F

工
種

道
路

電
話

番
号

0
4

3
-
2

3
3

-
9

0
9

9

提
案

年
度

平
成

２
８

年
度

Ｕ
Ｒ

Ｌ
h

tt
p
:/

/
w

w
w

.k
a
ie

i-
k
yo

w
a
.jp

施
工

年
月

平
成

2
８

年
１

月
施

工
場

所
千

葉
県

習
志

野
市

実
籾

発
注

機
関

千
葉

県
千

葉
土

木
事

務
所

路
線

名
等

都
市

計
画

道
路

東
習

志
野

実
籾

線

１
．

建
設

費
・

管
理

費
縮

減

２
．

安
全

性
向

上

３
．

品
質

向
上

４
．

工
期

短
縮

・
施

工
性

向
上

５
．

環
境

配
慮

道
路

管
理

者
の

意
見

(千
葉

土
木

事
務

所
)

・
エ

プ
ロ

ン
が

幅
が

狭
く

、
路

肩
の

鋪
装

幅
が

広
く

取
れ

る
製

品
で

あ
る

。
・

連
続

し
た

ス
リ

ッ
ト

溝
及

び
、

排
水

性
舗

装
に

対
応

し
て

い
る

事
か

ら
排

水
性

能
が

良
く

、
安

全
性

に
優

れ
て

い
る

製
品

で
あ

る
。

技
術

（
製

品
）

の
施

工
状

況

「
フ

ロ
ン

テ
ィ

ア
側

溝
」

バ
リ

ア
フ

リ
ー

タ
イ

プ
の

排
水

性
舗

装
対

応
の

ス
リ

ッ
ト

側
溝

で
す

。
従

来
技

術
と

比
べ

て
、

す
べ

り
止

め

の
紋

様
を

施
し

た
エ

プ
ロ

ン
部

と
小

物
や

自
転

車
の

タ
イ

ヤ
が

落
ち

に
く

い
ス

リ
ッ

ト
排

水
孔

に
よ

り
、

安
全

性
や

走
行

性
に

配
慮

し

て
お

り
ま

す
。

ま
た

、
エ

プ
ロ

ン
部

の
形

状
と

し
て

４
種

類
の

バ
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
を

用
意

し
て

お
り

、
利

用
形

態
に

合
わ

せ
た

選
択

が

可
能

で
す

。
ス

リ
ム

化
に

よ
る

軽
量

タ
イ

プ
の

形
状

は
、

施
工

性
は

基
よ

り
経

済
性

に
お

い
て

も
従

来
型

と
比

べ
て

、
格

段
に

向
上

し

て
い

ま
す

。

豊
富

な
バ

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

（
効

果
）

路
肩

部
で

の
歩

行
や

自
転

車
の

走
行

時
の

安
全

性
の

向
上

、
連

続
ス

リ
ッ

ト
に

よ
る

雨
水

排
水

性
能

の
向

上
、

豊
富

な
バ

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

に
よ

り
、

利
用

形
態

に
合

わ
せ

た
選

択
が

可
能

の
た

め
、

景
観

性
の

向
上

に
繋

が
り

ま
す

。

（
新

規
性

）
側

溝
の

エ
プ

ロ
ン

部
に

す
べ

り
止

め
の

紋
様

を
施

し
、

幅
の

狭
い

（
1

2
m

m
)）

連
続

ス
リ

ッ
ト

溝
か

ら
の

集
水

構
造

と
す

る
こ

と
に

よ
り

、
高

い
安

全
性

と
排

水
能

力
を

合
わ

せ
持

っ
て

い
ま

す
。

マ
ウ
ン
ド
タ
イ
プ
の
自
転
車
通
行
帯
で
の
使
用
で
は
、
安
全
で
快
適
な
自
転
車
利
用
環
境

創
出
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
準
じ
て
お
り
ま
す
。

技
術

名
ナ

ノ
グ

ラ
ス

コ
ー

ト
開

発
社

ﾅ
ﾉ
･
ｸ
ﾞ
ﾗ
ｽ
･
ｺ
ｰ
ﾄ･

ｼ
ﾞｬ

ﾊ
ﾟﾝ

株
式

会
社

(補
足

)
無

機
質

ガ
ラ

ス
コ

ー
テ

ィ
ン

グ
材

所
在

地
千

葉
市

花
見

川
区

犢
橋

町
1

6
6

6
-
1

工
種

そ
の

他
電

話
番

号
0

4
3

-
2

1
5

-
2

5
2

5

提
案

年
度

平
成

2
8

年
度

Ｕ
Ｒ

Ｌ
h

tt
p
:/

/
n

a
n

o
-
g
c
j.c

o
.jp

/

施
工

年
月

2
0

0
4

年
4

月
施

工
場

所
渋

谷
公

園
通

り
（

東
京

都
渋

谷
区

）

発
注

機
関

渋
谷

公
園

通
商

店
街

振
興

組
合

路
線

名
等

１
．

建
設

費
・

管
理

費
縮

減

２
．

安
全

性
向

上

３
．

品
質

向
上

４
．

工
期

短
縮

・
施

工
性

向
上

５
．

環
境

配
慮

管
理

者
の

意
見

(組
合

担
当

者
)

延
べ

3
0

0
本

超
の

街
灯

が
、

1
0

年
以

上
に

渡
り

状
態

を
維

持
さ

れ
て

い
ま

す
。

場
所

柄
、

音
楽

ラ
イ

ブ
や

ク
リ

ス
マ

ス
等

、
季

節
イ

ベ
ン

ト
の

後
な

ど
は

落
書

き
や

ス
テ

ッ
カ

ー
の

貼
り

付
け

で
環

境
が

著
し

く
悪

化
し

ま
す

が
、

簡
単

に
剥

が
す

こ
と

が
で

き
る

た
め

、
当

組
合

の
管

理
箇

所
で

の
美

観
維

持
に

大
変

役
立

っ
て

い
ま

す
。

特
に

、
特

殊
な

の
り

で
ス

テ
ッ

カ
ー

を
貼

ら
れ

た
際

の
除

去
に

溶
剤

を
使

用
し

て
も

塗
装

に
影

響
せ

ず
、

補
修

を
必

要
と

し
な

い
の

で
、

手
間

や
コ

ス
ト

の
面

で
も

非
常

に
助

か
っ

て
い

ま
す

。

技
術

（
製

品
）

の
施

工
状

況

（
20
04
年
4月

施
工
）
商
店
街
振
興
組
合
が

管
理
す
る
、街

灯
支
柱
に
コー

テ
ィン
グ
施
工

（
20
16
年
4月

現
在
）
他
の
道
路
付
属
物
と対

照
的
に
、落

書
き
・ス
テ
ッカ
ー
等

が
無
く、
ま
た
塗
装
の
劣
化
、腐

食
（
サ
ビ）

も
起
き
て
い
な
い
様
子
が
判
る

年 経 過

耐
久
性

塗
装
の
定
期
的
な
塗
り替

え
が
不
要
！

（
鉄
材
・壁

面
・ｺ
ﾝｸ
ﾘｰ
ﾄ他

）
耐
久
性

塗
装
の
定
期
的
な
塗
り替

え
が
不
要
！

（
鉄
材
・壁

面
・ｺ
ﾝｸ
ﾘｰ
ﾄ他

）

防
汚
性

落
書
き
、ス

テ
ッカ

ー
等
も
簡
単
に
は
が
せ
る
！

防
汚
性

落
書
き
、ス

テ
ッカ

ー
等
も
簡
単
に
は
が
せ
る
！

安
全
性

環
境
・人

体
に
も
安
全
！

（
溶
剤
揮
発
、粉

体
化
飛
散
が
起
こら

な
い
）

安
全
性

環
境
・人

体
に
も
安
全
！

（
溶
剤
揮
発
、粉

体
化
飛
散
が
起
こら

な
い
）

「
塗
り
替
え
は
不
要
に
な
る
」

～
予
防
型
塗
料
で
保
全
の
概
念
に
革
命
を
～

ナ
ノグ
ラス

コー
トの

３
大
特
長

12

技
術
名

マ
ル
チ
ス
プ
レ
ッ
ド
工
法

開
発
社

株
式
会
社
タ
ッ
ク

(補
足
)

法
面
保
護
工

所
在
地

千
葉
県
松
戸
市
根
本
1
2
2
-
2

工
種

共
通

電
話
番
号

0
4
7
-
3
1
8
-
5
2
0
0

提
案
年
度

平
成
２
８
年
度

Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
tt
p
:/
/
w
w
w
.t
a
c
4
2
8
.c
o
m

施
工
年
月

平
成
２
８
年
１
１
月

施
工
場
所

宮
城
県
仙
台
市
宮
城
野
区
岡
田

地
内

発
注
機
関

林
野
庁

東
北
森
林
管
理
局

路
線
名
等

仙
台
１
８
工
区

１
．
建
設
費
・
管
理
費
縮
減

２
．
安
全
性
向
上

３
．
品
質
向
上

４
．
工
期
短
縮
・
施
工
性
向
上

５
．
環
境
配
慮

発
注
者
の
意
見
(仙

台
森
林
管
理
署
)

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
津
波
に
よ
り
被
災
し
た
海
岸
防
災
林
の
復
旧
の
際
、
樹
木
の
流
木

化
を
防
止
し
、
根
系
を
土
中
深
く
ま
で
伸
長
さ
せ
る
た
め
の
生
育
基
盤
盛
土
工
を
実
施
し
て
い

る
。
盛
土
材
は
山
砂
に
よ
る
た
め
、
法
長
の
長
い
箇
所
に
お
い
て
も
浸
食
防
止
を
期
待
で
き
る

工
法
の
検
討
が
必
要
と
な
っ
た
。

本
工
法
を
採
用
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
倒
伏
等
し
た
被
災
木
を
木
材
チ
ッ
プ
化
し
て
再
利
用

す
る
こ
と
に
よ
り
環
境
コ
ス
ト
の
低
減
を
図
れ
る
こ
と
、
降
雨
時
に
お
い
て
も
木
材
チ
ッ
プ
の

間
隔
を
雨
水
が
流
下
す
る
こ
と
に
よ
り
山
砂
に
よ
る
法
面
に
お
い
て
も
浸
食
防
止
が
期
待
で
き

る
と
考
え
た
。

技
術
（
製
品
）
の
施
工
状
況

施
工
前

施
工
後

倒
伏
等
し
た
被
災
木
を
現
地
で
破
砕
し
た
物
を
使

用
。

そ
の
他
、
造
成
工
事
等
で
は
伐
採
材
や
伐
根
材

を
現
地
で
破
砕
、
再
資
源
化
し
て
使
用
す
る
。

使
用
木
チ
ッ
プ

吹
付
状
況

吹
付
ホ
ー
ス
は
５
イ
ン
チ
を
使
用
。

車
両
に
搭
載
し
た
大
型
ブ
ロ
ア
で
吹
付
を
行
い
、

車
両
の
た
め
小
回
り
が
利
く
。

技
術
名

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
カ
ッ
タ
ー
用

可
動
式
防
音
パ
ネ
ル

開
発
社

京
葉
ガ
ス
㈱

(補
足
)

所
在
地

千
葉
県
市
川
市
市
川
南
2
-
8
-
8

工
種

道
路

電
話
番
号

0
4
7
-
3
2
5
-
4
5
0
0

提
案
年
度

平
成
2
8
年
度

Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
tt
p
:/
/
w
w
w
.k
e
iy
o
g
a
s
.c
o
.jp
/

施
工
年
月

平
成
2
8
年
3
月

施
工
場
所

千
葉
県
船
橋
市

発
注
機
関

民
間

路
線
名
等

１
．
建
設
費
・
管
理
費
縮
減

２
．
安
全
性
向
上

３
．
品
質
向
上

４
．
工
期
短
縮
・
施
工
性
向
上

５
．
環
境
配
慮

施
工
者
の
意
見
(不

二
公
業
㈱
)

・
カ
ッ
タ
ー
と
エ
ン
ジ
ン
か
ら
聞
こ
え
る
音
が
大
変
小
さ
く
な
っ
た
。

・
1
5
k
g
の
防
音
パ
ネ
ル
を
取
付
け
て
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
カ
ッ
タ
ー
の
移
動
は
気

に
な
ら
な
い
程
度
で
あ
っ
た
。

・
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
切
断
作
業
時
に
カ
ッ
タ
ー
の
位
置
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、

作
業
性
は
良
か
っ
た
。

・
組
立
て
は
、
は
め
込
み
式
で
容
易
で
あ
っ
た
。

技
術
（
製
品
）
の
施
工
状
況

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
カ
ッ
タ
ー
は
、
道
路
舗
装
切
断
時
に
カ
ッ
タ
ー
と
エ
ン
ジ
ン
か
ら
最
大
1
0
0
d
B
近
い
大
き
な
音
が

発
生
し
ま
す
。
こ
れ
は
電
車
が
通
過
中
の
ガ
ー
ド
下
程
度
の
大
き
さ
の
音
で
す
。

本
防
音
パ
ネ
ル
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
カ
ッ
タ
ー
に
取
付
け
た
場
合
の
音
は
最
大
8
5
d
B
で
あ
り
、
約
1
5
d
B
低
減
（
人

の
耳
で
は
、
半
減
以
下
に
聞
こ
え
る
程
度
）
で
き
ま
す
。
な
お
、
防
音
パ
ネ
ル
が
な
い
背
面
に
つ
い
て
は
、
約
7
d
B
の

低
減
と
な
り
ま
す
。

部
品
構
成
（
防
音
パ
ネ
ル
4
枚
、
フ
レ
ー
ム
１
式
）

フ
レ
ー
ム
の
組
付
け

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
カ
ッ
タ
ー
用
可
動
式
防
音
パ
ネ
ル
の
使
用
方
法

収
納
時
の
寸
法
：

1
0
5

×
1

0
5

×
2
5

(c
m
)

5
分
程
度
で
完
成

防
音
パ
ネ
ル
の
設
置

総
重
量
：
1
5

k
g

上
面
の
防
音
パ
ネ
ル

を
背
面
に
付
け
換
え

れ
ば
発
電
機
用
に
使

用
可
能
で
す
。

8



技
術
名

斜
角
門
形
カ
ル
バ
ー
ト

開
発
社

共
和
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
株
式
会
社

（
斜
角
門
形
カ
ル
バ
ー
ト
工
法
研
究
会
）

(補
足
)

所
在
地

千
葉
市
若
葉
区
都
賀
3
-
2
4
-
1

工
種

道
路

電
話
番
号

0
4
3
-
2
3
5
-
5
5
9
0

提
案
年
度

平
成
2
8
年
度

Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
tt
p
:/
/
s
ya
k
a
k
u
-
m
o
n
g
a
ta
.c
o
m

施
工
年
月

平
成
2
9
年
7
月

施
工
場
所

船
橋
市
夏
見
町

発
注
機
関

船
橋
市

路
線
名
等

普
通
河
川

北
谷
津
川

１
．
建
設
費
・
管
理
費
縮
減

２
．
安
全
性
向
上

３
．
品
質
向
上

４
．
工
期
短
縮
・
施
工
性
向
上

５
．
環
境
配
慮

使
用
者
の
意
見
（
船
橋
市
建
設
局
下
水
道
部
河
川
整
備
課
）

既
存
家
屋
が
近
接
し
河
川
の
切
回
し
が
で
き
な
い
と
い
う
現
場
条
件
に
も
対
応
で

き
施
工
性
・
経
済
性
に
優
れ
る
当
該
技
術
を
採
用
し
た
。

材
料
搬
入
に
関
し
て
現
場
に
そ
れ
な
り
の
ス
ペ
ー
ス
を
必
要
と
す
る
も
の
の
、
橋

台
を
小
型
化
で
き
施
工
も
ス
ム
ー
ズ
だ
っ
た
。

な
お
、
橋
梁
架
替
え
に
伴
い
路
面
高
が
高
く
な
る
こ
と
に
よ
る
近
接
家
屋
へ
の
影

響
が
懸
念
さ
れ
て
い
た
が
、
当
該
技
術
の
採
用
に
よ
り
桁
高
を
低
く
抑
え
る
こ
と

が
出
来
良
好
な
出
来
ば
え
と
な
っ
た
。

技
術
（
製
品
）
の
施
工
状
況

完
成

工
事
中

工
事
中
（
架
設
完
了
）

製
品
図

ポ
イ

ン
ト

･･
･数

日
で
架

設
が
完

了
ク
レ
ー
ン
吊
架
設

水
替
が

不
要

特
長

工
場
製
品
の
た
め
型
枠
、
足
場
、
生
コ
ン
打
設
な
ど
の
現
場
作
業
を
極
力
省
力
化
す
る
こ
と
で
、
天
候
・
近
接
人
家

へ
の
影
響
な
ど
の
現
場
条
件
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
、
施
工
性
が
向
上
し
、
工
期
が
短
縮
さ
れ
早
期
の
共
用

開
始
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

地 覆 用 ア ン カ ー

技
術
名

ブ
ル
ー
グ
ラ
ス

開
発
社

亀
村
木
材
㈱

(補
足
)

難
燃
性
ガ
ラ
ス
系
塗
料

所
在
地

千
葉
県
香
取
市
佐
原
イ
3
8
4
0

工
種

そ
の
他

電
話
番
号

0
4
7
8
-
5
7
-
3
2
4
8

提
案
年
度

平
成
２
８
年
度

Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
tt
p
:/
/
x
n
-
-
ih
q
x
5
2
d
p
d
s
9
5
b
.c
o
m
/

施
工
年
月

平
成
2
７
年
3
月

施
工
場
所

千
葉
県
香
取
郡
神
崎
町

発
注
機
関

道
の
駅

発
酵
の
里
こ
う
ざ
き

路
線
名
等

１
．
建
設
費
・
管
理
費
縮
減

２
．
安
全
性
向
上

３
．
品
質
向
上

４
．
工
期
短
縮
・
施
工
性
向
上

５
．
環
境
配
慮

使
用
者
の
意
見
(神

崎
町
町
会
議
員
)

「
木
材
の
あ
ら
わ
し
の
自
然
な
イ
メ
ー
ジ
を
損
な
わ
ず
、
万
一
の
際
の
火
伏
せ
効

果
も
あ
る
と
の
事
で
採
用
さ
れ
た
よ
う
だ
。
汚
れ
防
止
に
も
な
る
そ
う
な
の
で
、

今
後
の
使
用
状
況
を
見
て
い
き
た
い
」

技
術
（
製
品
）
の
施
工
状
況

ブ
ル
ー
グ
ラ
ス
燃
焼
試
験

左
未
処
理
剤

右
ブ
ル
ー
グ
ラ
ス
塗
布

小
屋
の
中
の
灯
油
に
着
火

4
分
後

左
未
処
理
の
小
屋
の
屋
根
ま
で
延
焼

右
塗
布
小
屋
に
は
燃
え
広
が
ら
な
い

１
０
分
後

左
未
処
理
の
小
屋
は
全
焼

右
塗
布
小
屋
は
燃
え
な
い

材
料
荷
姿

現
場
施
工
の
様
子
。
前
処
理
で
薬
剤
含
浸
を

加
え
る
と
、
よ
り
難
燃
性
能
が
向
上
し
ま
す
。

木
部
表
面
の
意
匠
を
損
な
い
ま
せ
ん
。

撥
水
性
、
防
汚
性
も
併
せ
持
ち
ま
す
。

技
術

名
ネ

モ
ナ

ビ
開

発
社

根
本

企
画

工
業

株
式

会
社

(補
足

)
管

路
曲

り
測

定
装

置
所

在
地

千
葉

県
八

千
代

市
吉

橋
1

0
9

5
-
1

5

工
種

共
通

電
話

番
号

0
4

7
-
4

5
0

-
2

6
1

1

提
案

年
度

平
成

２
８

年
度

Ｕ
Ｒ

Ｌ
h

tt
p
:/

/
w

w
w

0
0

3
.u

p
p
.s

o
-

n
e
t.
n

e
.jp

/
n

e
m

o
to

k
ik

a
k
u

/

施
工

年
月

平
成

2
8

年
７

月
～

1
2

月
施

工
場

所
栃

木
県

日
光

市
川

俣
地

先

発
注

機
関

国
土

交
通

省
関

東
地

方
整

備
局

路
線

名
等

・
計

測
機

器
類

が
コ

ン
パ

ク
ト

で
あ

る
た

め
、

機
器

の
設

置
・

撤
去

作
業

が
容

易
に

行
え

る
。

・
測

定
結

果
が

現
場

で
確

認
す

る
こ

と
が

で
き

る
の

で
、

次
工

程
へ

ス
ム

ー
ズ

に
移

れ
る

。

１
．

建
設

費
・

管
理

費
縮

減

２
．

安
全

性
向

上

３
．

品
質

向
上

４
．

工
期

短
縮

・
施

工
性

向
上

５
．

環
境

配
慮

使
用

者
の

意
見

(地
元

住
民

の
方

)

技
術

（
製

品
）

の
施

工
状

況

[ 
  

概
要

]
本

装
置

は
、

管
路

内
に

セ
ン

サ
ー

ユ
ニ

ッ
ト

を
通

す
こ

と
に

よ
り

、
管

路
の

真
直

度
や

位
置

を
測

定
す

る
事

が
で

き
ま

す
。

[ 
特

徴
]

1
.各

機
器

が
コ

ン
パ

ク
ト

、
軽

量
な

た
め

、
現

場
に

お
け

る
操

作
が

簡
便

。
2

.電
源

ケ
ー

ブ
ル

が
な

い
の

で
、

計
測

中
、

ノ
イ

ズ
な

ど
の

影
響

を
受

け
な

い
。

3
.セ

ン
サ

ー
ユ

ニ
ッ

ト
の

ケ
ー

シ
ン

グ
は

防
水

構
造

。
4

.セ
ン

サ
ー

ユ
ニ

ッ
ト

の
外

径
が

細
い

の
で

、
小

口
径

管
の

測
定

が
可

能
。

5
.現

場
で

簡
単

に
管

路
曲

が
り

デ
ー

タ
を

パ
ソ

コ
ン

上
で

表
示

可
能

。
6

.セ
ン

サ
ー

ユ
ニ

ッ
ト

の
挿

入
、

引
き

戻
し

速
度

は
任

意
。

7
.測

定
要

員
は

操
作

員
1

名
、

補
助

員
1

名
。

[ 
  

用
途

]
1

.ア
ン

カ
ー

工
法

に
お

け
る

外
管

の
曲

が
り

測
定

。
2

.自
在

ボ
ー

リ
ン

グ
工

法
に

お
け

る
ロ

ッ
ド

の
曲

が
り

測
定

。
3

.土
壌

改
良

工
法

に
お

け
る

管
路

の
曲

が
り

測
定

。
4

.液
浄

化
対

策
工

法
に

お
け

る
管

路
の

曲
が

り
測

定
。

5
.先

進
、

探
査

な
ど

の
ボ

ー
リ

ン
グ

孔
の

曲
が

り
測

定
。

6
.埋

設
管

（
上

下
水

道
、

通
信

管
路

、
電

力
、

ガ
ス

管
路

）
の

曲
が

り
測

定
。

7
.土

中
障

害
物

の
位

置
確

認
。

8
.集

水
管

路
の

曲
が

り
測

定
。

9
.凍

結
管

路
の

曲
が

り
測

定
。

専
用

P
C

及
び

セ
ン

サ
ー

ユ
ニ

ッ
ト

測
定

方
法

測
定

結
果

表
示

画
面

測
定

シ
ス

テ
ム

グ
ラ

ン
ド

ア
ン

カ
ー

用
管

路
測

定
状

況

技
術

名
フ

ェ
ロ

フ
ォ

ー
ム

®
開

発
社

Ｊ
Ｆ

Ｅ
ス

チ
ー

ル
株

式
会

社

(補
足

)
鉄

鋼
ス

ラ
グ

水
和

固
化

体
製

ブ
ロ

ッ
ク

、
人

工
石

材
所

在
地

東
京

都
千

代
田

区
内

幸
町

二
丁

目
2

番
3

号

工
種

港
湾

電
話

番
号

0
3

-
3

5
9

7
-
3

6
3

5

提
案

年
度

平
成

２
８

年
度

Ｕ
Ｒ

Ｌ
h

tt
p
:/

/
w

w
w

.jf
e
-
s
te

e
l.c

o
.jp

/

施
工

年
月

平
成

2
７

年
度

施
工

場
所

千
葉

市

発
注

機
関

国
土

交
通

省
関

東
地

方
整

備
局

路
線

名
等

１
．

建
設

費
・

管
理

費
縮

減

２
．

安
全

性
向

上

３
．

品
質

向
上

４
．

工
期

短
縮

・
施

工
性

向
上

５
．

環
境

配
慮

港
湾

管
理

者
の

意
見

(国
土

交
通

省
関

東
地

方
整

備
局

)

薄
層

の
埋

戻
し

に
あ

た
り

、
粒

度
調

整
が

容
易

で
あ

り
、

施
工

性
は

良
好

で
あ

っ
た

。

技
術

（
製

品
）

の
施

工
状

況

東
日

本
製

鉄
所

（
千

葉
地

区
）

で
製

造
さ

れ
た

ブ
ロ

ッ
ク

、
人

工
石

○
船

舶
航

行
に

よ
る

海
底

洗
掘

部
の

埋
戻

し
に

人
工

石
採

用

製
鉄

所
で

生
成

す
る

副
産

物
で

あ
る

“
製

鋼
ス

ラ
グ

”
と

“
高

炉
ス

ラ
グ

微
粉

末
”

と
を

混
合

し
た

無
筋

セ
メ

ン
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
代

替
製

品
で

、
下

記
の

特
長

が
あ

り
ま

す
。

・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
と

同
等

の
強

度
発

現
・

粒
度

・
密

度
も

調
整

可
能

・
海

域
環

境
に

調
和

し
た

製
品

人
工

石
3

0
k
g
/
個

程
度

比
重

2
.5

以
上

人
工

石
製

品
確

認

人
工

石
施

工
状

況
人

工
石

投
入

状
況

施
工

イ
メ

ー
ジ

9



技
術
名

斜
角
門
形
カ
ル
バ
ー
ト

開
発
社

共
和
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
株
式
会
社

（
斜
角
門
形
カ
ル
バ
ー
ト
工
法
研
究
会
）

(補
足
)

所
在
地

千
葉
市
若
葉
区
都
賀
3
-
2
4
-
1

工
種

道
路

電
話
番
号

0
4
3
-
2
3
5
-
5
5
9
0

提
案
年
度

平
成
2
8
年
度

Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
tt
p
:/
/
s
ya
k
a
k
u
-
m
o
n
g
a
ta
.c
o
m

施
工
年
月

平
成
2
9
年
7
月

施
工
場
所

船
橋
市
夏
見
町

発
注
機
関

船
橋
市

路
線
名
等

普
通
河
川

北
谷
津
川

１
．
建
設
費
・
管
理
費
縮
減

２
．
安
全
性
向
上

３
．
品
質
向
上

４
．
工
期
短
縮
・
施
工
性
向
上

５
．
環
境
配
慮

使
用
者
の
意
見
（
船
橋
市
建
設
局
下
水
道
部
河
川
整
備
課
）

既
存
家
屋
が
近
接
し
河
川
の
切
回
し
が
で
き
な
い
と
い
う
現
場
条
件
に
も
対
応
で

き
施
工
性
・
経
済
性
に
優
れ
る
当
該
技
術
を
採
用
し
た
。

材
料
搬
入
に
関
し
て
現
場
に
そ
れ
な
り
の
ス
ペ
ー
ス
を
必
要
と
す
る
も
の
の
、
橋

台
を
小
型
化
で
き
施
工
も
ス
ム
ー
ズ
だ
っ
た
。

な
お
、
橋
梁
架
替
え
に
伴
い
路
面
高
が
高
く
な
る
こ
と
に
よ
る
近
接
家
屋
へ
の
影

響
が
懸
念
さ
れ
て
い
た
が
、
当
該
技
術
の
採
用
に
よ
り
桁
高
を
低
く
抑
え
る
こ
と

が
出
来
良
好
な
出
来
ば
え
と
な
っ
た
。

技
術
（
製
品
）
の
施
工
状
況

完
成

工
事
中

工
事
中
（
架
設
完
了
）

製
品
図

ポ
イ

ン
ト

･･
･数

日
で
架

設
が
完

了
ク
レ
ー
ン
吊
架
設

水
替
が

不
要

特
長

工
場
製
品
の
た
め
型
枠
、
足
場
、
生
コ
ン
打
設
な
ど
の
現
場
作
業
を
極
力
省
力
化
す
る
こ
と
で
、
天
候
・
近
接
人
家

へ
の
影
響
な
ど
の
現
場
条
件
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
、
施
工
性
が
向
上
し
、
工
期
が
短
縮
さ
れ
早
期
の
共
用

開
始
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

地 覆 用 ア ン カ ー

技
術
名

ブ
ル
ー
グ
ラ
ス

開
発
社

亀
村
木
材
㈱

(補
足
)

難
燃
性
ガ
ラ
ス
系
塗
料

所
在
地

千
葉
県
香
取
市
佐
原
イ
3
8
4
0

工
種

そ
の
他

電
話
番
号

0
4
7
8
-
5
7
-
3
2
4
8

提
案
年
度

平
成
２
８
年
度

Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
tt
p
:/
/
x
n
-
-
ih
q
x
5
2
d
p
d
s
9
5
b
.c
o
m
/

施
工
年
月

平
成
2
７
年
3
月

施
工
場
所

千
葉
県
香
取
郡
神
崎
町

発
注
機
関

道
の
駅

発
酵
の
里
こ
う
ざ
き

路
線
名
等

１
．
建
設
費
・
管
理
費
縮
減

２
．
安
全
性
向
上

３
．
品
質
向
上

４
．
工
期
短
縮
・
施
工
性
向
上

５
．
環
境
配
慮

使
用
者
の
意
見
(神

崎
町
町
会
議
員
)

「
木
材
の
あ
ら
わ
し
の
自
然
な
イ
メ
ー
ジ
を
損
な
わ
ず
、
万
一
の
際
の
火
伏
せ
効

果
も
あ
る
と
の
事
で
採
用
さ
れ
た
よ
う
だ
。
汚
れ
防
止
に
も
な
る
そ
う
な
の
で
、

今
後
の
使
用
状
況
を
見
て
い
き
た
い
」

技
術
（
製
品
）
の
施
工
状
況

ブ
ル
ー
グ
ラ
ス
燃
焼
試
験

左
未
処
理
剤

右
ブ
ル
ー
グ
ラ
ス
塗
布

小
屋
の
中
の
灯
油
に
着
火

4
分
後

左
未
処
理
の
小
屋
の
屋
根
ま
で
延
焼

右
塗
布
小
屋
に
は
燃
え
広
が
ら
な
い

１
０
分
後

左
未
処
理
の
小
屋
は
全
焼

右
塗
布
小
屋
は
燃
え
な
い

材
料
荷
姿

現
場
施
工
の
様
子
。
前
処
理
で
薬
剤
含
浸
を

加
え
る
と
、
よ
り
難
燃
性
能
が
向
上
し
ま
す
。

木
部
表
面
の
意
匠
を
損
な
い
ま
せ
ん
。

撥
水
性
、
防
汚
性
も
併
せ
持
ち
ま
す
。

技
術

名
ネ

モ
ナ

ビ
開

発
社

根
本

企
画

工
業

株
式

会
社

(補
足

)
管

路
曲

り
測

定
装

置
所

在
地

千
葉

県
八

千
代

市
吉

橋
1

0
9

5
-
1

5

工
種

共
通

電
話

番
号

0
4

7
-
4

5
0

-
2

6
1

1

提
案

年
度

平
成

２
８

年
度

Ｕ
Ｒ

Ｌ
h

tt
p
:/

/
w

w
w

0
0

3
.u

p
p
.s

o
-

n
e
t.
n

e
.jp

/
n

e
m

o
to

k
ik

a
k
u

/

施
工

年
月

平
成

2
8

年
７

月
～

1
2

月
施

工
場

所
栃

木
県

日
光

市
川

俣
地

先

発
注

機
関

国
土

交
通

省
関

東
地

方
整

備
局

路
線

名
等

・
計

測
機

器
類

が
コ

ン
パ

ク
ト

で
あ

る
た

め
、

機
器

の
設

置
・

撤
去

作
業

が
容

易
に

行
え

る
。

・
測

定
結

果
が

現
場

で
確

認
す

る
こ

と
が

で
き

る
の

で
、

次
工

程
へ

ス
ム

ー
ズ

に
移

れ
る

。

１
．

建
設

費
・

管
理

費
縮

減

２
．

安
全

性
向

上

３
．

品
質

向
上

４
．

工
期

短
縮

・
施

工
性

向
上

５
．

環
境

配
慮

使
用

者
の

意
見

(地
元

住
民

の
方

)

技
術

（
製

品
）

の
施

工
状

況

[ 
  

概
要

]
本

装
置

は
、

管
路

内
に

セ
ン

サ
ー

ユ
ニ

ッ
ト

を
通

す
こ

と
に

よ
り

、
管

路
の

真
直

度
や

位
置

を
測

定
す

る
事

が
で

き
ま

す
。

[ 
特

徴
]

1
.各

機
器

が
コ

ン
パ

ク
ト

、
軽

量
な

た
め

、
現

場
に

お
け

る
操

作
が

簡
便

。
2

.電
源

ケ
ー

ブ
ル

が
な

い
の

で
、

計
測

中
、

ノ
イ

ズ
な

ど
の

影
響

を
受

け
な

い
。

3
.セ

ン
サ

ー
ユ

ニ
ッ

ト
の

ケ
ー

シ
ン

グ
は

防
水

構
造

。
4

.セ
ン

サ
ー

ユ
ニ

ッ
ト

の
外

径
が

細
い

の
で

、
小

口
径

管
の

測
定

が
可

能
。

5
.現

場
で

簡
単

に
管

路
曲

が
り

デ
ー

タ
を

パ
ソ

コ
ン

上
で

表
示

可
能

。
6

.セ
ン

サ
ー

ユ
ニ

ッ
ト

の
挿

入
、

引
き

戻
し

速
度

は
任

意
。

7
.測

定
要

員
は

操
作

員
1

名
、

補
助

員
1

名
。

[ 
  

用
途

]
1

.ア
ン

カ
ー

工
法

に
お

け
る

外
管

の
曲

が
り

測
定

。
2

.自
在

ボ
ー

リ
ン

グ
工

法
に

お
け

る
ロ

ッ
ド

の
曲

が
り

測
定

。
3

.土
壌

改
良

工
法

に
お

け
る

管
路

の
曲

が
り

測
定

。
4

.液
浄

化
対

策
工

法
に

お
け

る
管

路
の

曲
が

り
測

定
。

5
.先

進
、

探
査

な
ど

の
ボ

ー
リ

ン
グ

孔
の

曲
が

り
測

定
。

6
.埋

設
管

（
上

下
水

道
、

通
信

管
路

、
電

力
、

ガ
ス

管
路

）
の

曲
が

り
測

定
。

7
.土

中
障

害
物

の
位

置
確

認
。

8
.集

水
管

路
の

曲
が

り
測

定
。

9
.凍

結
管

路
の

曲
が

り
測

定
。

専
用

P
C

及
び

セ
ン

サ
ー

ユ
ニ

ッ
ト

測
定

方
法

測
定

結
果

表
示

画
面

測
定

シ
ス

テ
ム

グ
ラ

ン
ド

ア
ン

カ
ー

用
管

路
測

定
状

況

技
術

名
フ

ェ
ロ

フ
ォ

ー
ム

®
開

発
社

Ｊ
Ｆ

Ｅ
ス

チ
ー

ル
株

式
会

社

(補
足

)
鉄

鋼
ス

ラ
グ

水
和

固
化

体
製

ブ
ロ

ッ
ク

、
人

工
石

材
所

在
地

東
京

都
千

代
田

区
内

幸
町

二
丁

目
2

番
3

号

工
種

港
湾

電
話

番
号

0
3

-
3

5
9

7
-
3

6
3

5

提
案

年
度

平
成

２
８

年
度

Ｕ
Ｒ

Ｌ
h

tt
p
:/

/
w

w
w

.jf
e
-
s
te

e
l.c

o
.jp

/

施
工

年
月

平
成

2
７

年
度

施
工

場
所

千
葉

市

発
注

機
関

国
土

交
通

省
関

東
地

方
整

備
局

路
線

名
等

１
．

建
設

費
・

管
理

費
縮

減

２
．

安
全

性
向

上

３
．

品
質

向
上

４
．

工
期

短
縮

・
施

工
性

向
上

５
．

環
境

配
慮

港
湾

管
理

者
の

意
見

(国
土

交
通

省
関

東
地

方
整

備
局

)

薄
層

の
埋

戻
し

に
あ

た
り

、
粒

度
調

整
が

容
易

で
あ

り
、

施
工

性
は

良
好

で
あ

っ
た

。

技
術

（
製

品
）

の
施

工
状

況

東
日

本
製

鉄
所

（
千

葉
地

区
）

で
製

造
さ

れ
た

ブ
ロ

ッ
ク

、
人

工
石

○
船

舶
航

行
に

よ
る

海
底

洗
掘

部
の

埋
戻

し
に

人
工

石
採

用

製
鉄

所
で

生
成

す
る

副
産

物
で

あ
る

“
製

鋼
ス

ラ
グ

”
と

“
高

炉
ス

ラ
グ

微
粉

末
”

と
を

混
合

し
た

無
筋

セ
メ

ン
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
代

替
製

品
で

、
下

記
の

特
長

が
あ

り
ま

す
。

・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
と

同
等

の
強

度
発

現
・

粒
度

・
密

度
も

調
整

可
能

・
海

域
環

境
に

調
和

し
た

製
品

人
工

石
3

0
k
g
/
個

程
度

比
重

2
.5

以
上

人
工

石
製

品
確

認

人
工

石
施

工
状

況
人

工
石

投
入

状
況

施
工

イ
メ

ー
ジ

10



技
術
名

カ
タ
マ

®
S

P
開
発
社

新
日
鐵
住
金
株
式
会
社

君
津
製
鐵
所

(補
足
)

鋼
製
ス
ラ
グ
を
用
い
た
簡
易
舗
装
材

所
在
地

千
葉
県
君
津
市
君
津
1
番
地

工
種

道
路

電
話
番
号

0
4

3
9

-
5

0
-
2

0
2

9

提
案
年
度

平
成
2
8
年
度

Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.n
s
s
m

c
.c

o
m

/
p

ro
d

u
c
t/

s
la

g
/
in

d
e
x
.h

tm
l

施
工
年
月

平
成
2
7
年
3
月

施
工
場
所

君
津
市

発
注
機
関

君
津
市
建
設
部
土
木
課

路
線
名
等

１
．
建
設
費
・
管
理
費
縮
減

２
．
安
全
性
向
上

３
．
品
質
向
上

４
．
工
期
短
縮
・
施
工
性
向
上

５
．
環
境
配
慮

施
設
管
理
者
の
意
見
(君

津
市
建
設
部
土
木
課
)

君
津
市
で
は
、
「
カ
タ
マ

®S
P」
を
ふ
れ
あ
い
広
場
の
舗
装
と
高
圧
線
下
中
央
分
離
帯

の
防
草
対
策
に
使
用
し
ま
し
た
。
私
た
ち
と
し
て
は
、
限
ら
れ
た
予
算
内
で
で
き
る
だ
け

広
い
範
囲
の
舗
装
整
備
と
防
草
対
策
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

カ
タ
マ

®S
Pは
、
施
工
が
容
易
で
工
期
短
縮
、
コ
ス
ト
低
減
が
図
れ
、
か
つ
固
化
に
よ
り

強
度
が
発
現
し
維
持
補
修
も
低
減
で
き
る
、
ま
さ
に
私
た
ち
の
ニ
ー
ズ
に
か
な
っ
た
商

品
で
し
た
。
今
後
も
、
商
品
の
特
長
を
生
か
せ
る
用
途
に
活
用
し
て
い
く
こ
と
で
、
イ
ニ

シ
ャ
ル
・
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
低
減
に
つ
な
が
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

技
術
（
製
品
）
の
施
工
状
況

ふ
れ
あ
い
広
場
の
防
草
対
策

中
央
分
離
帯
の
防
草
対
策

対
策
前

対
策
後

対
策
前

対
策
後

カ
タ
マ

®S
P

カ
タ
マ

®S
P

※
施
工
か
ら
約

2年
経
過
し
て
も
防
草
機
能
を
保
持
し
て
い
る

技
術
名

Ｓ
Ｓ
Ｔ
工
法

開
発
社

株
式
会
社
エ
ス
エ
ス
テ
ィ
ー
協
会

(補
足
)

置
換
式
柱
状
地
盤
改
良
工
法

所
在
地

千
葉
県
市
原
市
山
田
橋
8
6
2
-
1

工
種

共
通

電
話
番
号

0
4
3
6
-
4
3
-
3
3
3
1

提
案
年
度

平
成
2
7
年
度

Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.s
s
tk

yo
k
a
i.c

o
.jp

施
工
年
月

平
成
2
7
年
2
月

施
工
場
所

浦
安
市
舞
浜

発
注
機
関

浦
安
市

生
涯
学
習
部

路
線
名
等

浦
安
市
運
動
公
園
管
理
棟

１
．
建
設
費
・
管
理
費
縮
減

２
．
安
全
性
向
上

３
．
品
質
向
上

４
．
工
期
短
縮
・
施
工
性
向
上

５
．
環
境
配
慮

発
注
者
の
意
見
(浦

安
市

営
繕
課
)

浦
安
市
は
東
日
本
大
震
災
で
液
状
化
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、
本
施

設
の
よ
う
な
平
屋
の
施
設
に
つ
い
て
液
状
化
に
よ
る
沈
下
傾
斜
対
策
と
し
て
様
々
な
柱
状

改
良
工
法
を
検
討
し
た
。
本
工
法
を
採
用
に
あ
た
っ
て
は
産
業
廃
棄
物
残
土
が
発
生
し
な

い
こ
と
や
改
良
材
を
掘
削
孔
に
投
入
し
孔
周
辺
地
盤
を
押
し
広
げ
柱
状
改
良
体
を
築
造
す

る
た
め
地
盤
強
度
増
が
期
待
で
き
る
と
判
断
し
た
。

施
工
に
あ
た
っ
て
は
、
試
験
コ
ラ
ム
を
築
造
し
改
良
体
か
ら
コ
ア
サ
ン
プ
リ
ン
グ
試
験

等
を
行
い
、
改
良
体
の
品
質
を
確
認
し
設
計
基
準
を
十
分
上
回
る
結
果
で
あ
り
、
柱
状
改

良
工
法
と
し
て
は
十
分
な
性
能
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。

技
術
（
製
品
）
の
施
工
状
況

反
力

反
力

【
施
工
中
】

【
完
了
】

地
盤
を
円
柱
状
に
掘
削
し
、
地
上
に
排
出
し
た
掘
削
土
に
追
加
砂
と
セ
メ
ン
ト
系
固
化
材
を
混
合
し
た
改
材
を
軟
弱
地
盤

に
締
固
め
て
充
填
す
る
こ
と
で
均
質
で
高
強
度
な
コ
ラ
ム
を
築
造
す
る
地
盤
改
良
技
術
。

☑
高
支
持
力

☑
低
コ
ス
ト

☑
液
状
化
対
策

☑
環
境
対
策

工
事
名
称
：
運
動
公
園
管
理
棟
建
築
工
事

施
工
場
所
：
千
葉
県
浦
安
市

構
造
種
別
：
鉄
骨
造

基
礎
形
状
：
べ
た
基
礎

建
築
面
積
：
3
5
6
.1
7
㎡

土
質
：
緩
い
砂
地
盤

改
良
深
度
：
8
.5
0
ｍ

改
良
面
積
：
3
4
6
.2
9
㎡

打
設
数

：
1
8
9
本

コ
ラ
ム
長
：
7
.0
0
ｍ

コ
ラ
ム
径
：
φ
5
0
0

計
画
支
持
力
：
8
0
k
N
/
本

固
化
材
量

：
1
7
5
k
g
/
㎥

追
加
砂
配
合
比
：
2
5
％

一
軸
圧
縮
強
さ
：
平
均
値
1
5
,5
0
0
k
N
/
㎡

技
術
名

孔
柵
く
ん

開
発
社

岩
田
産
業
㈱

(補
足
)

マ
ン
ホ
ー
ル
仮
設
転
落
防
止
柵

所
在
地

千
葉
市
稲
毛
区
長
沼
町
3
3
5

工
種

下
水
道

電
話
番
号

0
4
3
-
2
5
9
-
7
2
6
6

提
案
年
度

平
成
２
７
年
度

Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
tt
p
:/
/
w
w
w
.iw

a
ta
-

s
a
n

g
yo

.jp
/
k
o
u

s
a
k
u

k
u

n
.h

tm
l

施
工
年
月

平
成
２
７
年
度

施
工
場
所

千
葉
市
内

発
注
機
関

千
葉
市
内
下
水
施
設
維
持
管
理
業
者

路
線
名
等

１
．
建
設
費
・
管
理
費
縮
減

２
．
安
全
性
向
上

３
．
品
質
向
上

４
．
工
期
短
縮
・
施
工
性
向
上

５
．
環
境
配
慮

下
水
道
管
理
者
の
意
見
(匿

名
)

市
内
数
十
か
所
の
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
の
点
検
時
に
作
業
者
と
通
行
者
の
安
全

を
確
保
し
つ
つ
、
簡
易
的
に
設
置
で
き
る
安
全
柵
と
し
て
重
宝
し
て
い
ま
す
。
マ

ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
は
開
口
部
が
9
0
0
φ
あ
り
、
転
落
の
可
能
性
が
6
0
0
φ
に
比
べ

て
よ
り
高
い
こ
と
か
ら
、
安
全
仮
設
柵
は
必
須
で
す
。
こ
う
し
た
製
品
が
普
及
し

て
よ
り
一
般
的
に
な
れ
ば
と
期
待
し
ま
す
。

技
術
（
製
品
）
の
施
工
状
況

←
安
全
帯
設
置

↑
注
意
喚
起

(視
認
性
向
上

)

コ
ン
パ
ク
ト
で

持
ち
運
び
可
能
。

従
来
マ
ン
ホ
ー
ル
の
昇
降
に
関
し
て
は
こ
れ
と
言
っ
た
製
品
が
無
く
、
転
落
な
ど
の
危
険
性
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し

本
製
品
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
安
全
帯
を
設
置
で
き
、
且
つ
通
行
人
へ
の
注
意
喚
起
も
可
能
と
な
り
大
幅
な
安
全
性

の
向
上
に
繋
が
り
ま
す
。

使
用
後
は
簡
単
に
折
り
畳
め
、
重
量
も
3
0
k
g
(柵

2
0
k
g
・
台
座
1
0
k
g
)で

あ
る
こ
と
か
ら
作
業
車
な
ど
に
も
容
易

に
載
せ
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

技
術
名

ウ
ェ
ー
ブ
ポ
ス
ト

開
発
社

エ
ヌ
テ
ィ
ー
ダ
ブ
リ
ュ
ー
株
式
会
社

(補
足
)

防
汚
型
車
線
分
離
標

所
在
地

千
葉
県
柏
市
南
柏
中
央
1
0
-
5

工
種

共
通

電
話
番
号

0
4
-
7
1
7
6
-
3
7
8
1

提
案
年
度

平
成
２
７
年
度

Ｕ
Ｒ
Ｌ

ht
tp
://
w
w
w
.n
tw
-w

av
e.
co

.jp
/

施
工
年
月

平
成
２
６
年

施
工
場
所

柏
市
つ
く
し
が
丘

発
注
機
関

柏
市
役
所

道
路
サ
ー
ビ
ス
事
務
所

路
線
名
等

柏
市
道

１
．
建
設
費
・
管
理
費
縮
減

２
．
安
全
性
向
上

３
．
品
質
向
上

４
．
工
期
短
縮
・
施
工
性
向
上

５
．
環
境
配
慮

道
路
管
理
者
の
意
見
(柏

市
役
所

道
路
サ
ー
ビ
ス
事
務
所
)

当
事
務
所
で
は
、
日
々
市
民
の
皆
様
の
声
に
対
し
て
、
迅
速
に
対
策
を
施
せ
る

よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
交
通
安
全
対
策
と
し
て
、
車
線
分
離
標

設
置
要
望
も
多
く
、
１
本
で
も
多
く
設
置
で
き
、
か
つ
長
く
効
果
が
あ
る
こ
と
を

期
待
し
、
上
記
製
品
を
採
用
致
し
ま
し
た
。
今
の
所
、
目
立
っ
た
汚
れ
な
ど
は
確

認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
交
通
安
全
対
策
の
向
上
と
今
後
費
用
の
削
減
に
期
待
致
し
ま

す
。

技
術
（
製
品
）
の
施
工
状
況

○
交
差
点
巻
き
込
み
防
止
に
設
置
し
た
製
品
は
、
タ
イ
ヤ
痕
が
リ
ブ
に
発
見
さ
れ
る
が
、
反
射
材
の
破
損
は
確

認
さ
れ
な
か
っ
た
。

○
午
後
現
地
赴
く
と
住
宅
街
だ
が
、
意
外
と
交
通
量
が
多
か
っ
た
。

反
射
材
表
面
に
排
気
ガ
ス
等
の
汚
れ
確
認
さ
れ
な
く
、
綺
麗
な
状
態
。
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技
術
名

カ
タ
マ

®
S

P
開
発
社

新
日
鐵
住
金
株
式
会
社

君
津
製
鐵
所

(補
足
)

鋼
製
ス
ラ
グ
を
用
い
た
簡
易
舗
装
材

所
在
地

千
葉
県
君
津
市
君
津
1
番
地

工
種

道
路

電
話
番
号

0
4

3
9

-
5

0
-
2

0
2

9

提
案
年
度

平
成
2
8
年
度

Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.n
s
s
m

c
.c

o
m

/
p

ro
d

u
c
t/

s
la

g
/
in

d
e
x
.h

tm
l

施
工
年
月

平
成
2
7
年
3
月

施
工
場
所

君
津
市

発
注
機
関

君
津
市
建
設
部
土
木
課

路
線
名
等

１
．
建
設
費
・
管
理
費
縮
減

２
．
安
全
性
向
上

３
．
品
質
向
上

４
．
工
期
短
縮
・
施
工
性
向
上

５
．
環
境
配
慮

施
設
管
理
者
の
意
見
(君

津
市
建
設
部
土
木
課
)

君
津
市
で
は
、
「
カ
タ
マ

®S
P」
を
ふ
れ
あ
い
広
場
の
舗
装
と
高
圧
線
下
中
央
分
離
帯

の
防
草
対
策
に
使
用
し
ま
し
た
。
私
た
ち
と
し
て
は
、
限
ら
れ
た
予
算
内
で
で
き
る
だ
け

広
い
範
囲
の
舗
装
整
備
と
防
草
対
策
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

カ
タ
マ

®S
Pは
、
施
工
が
容
易
で
工
期
短
縮
、
コ
ス
ト
低
減
が
図
れ
、
か
つ
固
化
に
よ
り

強
度
が
発
現
し
維
持
補
修
も
低
減
で
き
る
、
ま
さ
に
私
た
ち
の
ニ
ー
ズ
に
か
な
っ
た
商

品
で
し
た
。
今
後
も
、
商
品
の
特
長
を
生
か
せ
る
用
途
に
活
用
し
て
い
く
こ
と
で
、
イ
ニ

シ
ャ
ル
・
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
低
減
に
つ
な
が
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

技
術
（
製
品
）
の
施
工
状
況

ふ
れ
あ
い
広
場
の
防
草
対
策

中
央
分
離
帯
の
防
草
対
策

対
策
前

対
策
後

対
策
前

対
策
後

カ
タ
マ

®S
P

カ
タ
マ

®S
P

※
施
工
か
ら
約

2年
経
過
し
て
も
防
草
機
能
を
保
持
し
て
い
る

技
術
名

Ｓ
Ｓ
Ｔ
工
法

開
発
社

株
式
会
社
エ
ス
エ
ス
テ
ィ
ー
協
会

(補
足
)

置
換
式
柱
状
地
盤
改
良
工
法

所
在
地

千
葉
県
市
原
市
山
田
橋
8
6
2
-
1

工
種

共
通

電
話
番
号

0
4
3
6
-
4
3
-
3
3
3
1

提
案
年
度

平
成
2
7
年
度

Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.s
s
tk

yo
k
a
i.c

o
.jp

施
工
年
月

平
成
2
7
年
2
月

施
工
場
所

浦
安
市
舞
浜

発
注
機
関

浦
安
市

生
涯
学
習
部

路
線
名
等

浦
安
市
運
動
公
園
管
理
棟

１
．
建
設
費
・
管
理
費
縮
減

２
．
安
全
性
向
上

３
．
品
質
向
上

４
．
工
期
短
縮
・
施
工
性
向
上

５
．
環
境
配
慮

発
注
者
の
意
見
(浦

安
市

営
繕
課
)

浦
安
市
は
東
日
本
大
震
災
で
液
状
化
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、
本
施

設
の
よ
う
な
平
屋
の
施
設
に
つ
い
て
液
状
化
に
よ
る
沈
下
傾
斜
対
策
と
し
て
様
々
な
柱
状

改
良
工
法
を
検
討
し
た
。
本
工
法
を
採
用
に
あ
た
っ
て
は
産
業
廃
棄
物
残
土
が
発
生
し
な

い
こ
と
や
改
良
材
を
掘
削
孔
に
投
入
し
孔
周
辺
地
盤
を
押
し
広
げ
柱
状
改
良
体
を
築
造
す

る
た
め
地
盤
強
度
増
が
期
待
で
き
る
と
判
断
し
た
。

施
工
に
あ
た
っ
て
は
、
試
験
コ
ラ
ム
を
築
造
し
改
良
体
か
ら
コ
ア
サ
ン
プ
リ
ン
グ
試
験

等
を
行
い
、
改
良
体
の
品
質
を
確
認
し
設
計
基
準
を
十
分
上
回
る
結
果
で
あ
り
、
柱
状
改

良
工
法
と
し
て
は
十
分
な
性
能
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。

技
術
（
製
品
）
の
施
工
状
況

反
力

反
力

【
施
工
中
】

【
完
了
】

地
盤
を
円
柱
状
に
掘
削
し
、
地
上
に
排
出
し
た
掘
削
土
に
追
加
砂
と
セ
メ
ン
ト
系
固
化
材
を
混
合
し
た
改
材
を
軟
弱
地
盤

に
締
固
め
て
充
填
す
る
こ
と
で
均
質
で
高
強
度
な
コ
ラ
ム
を
築
造
す
る
地
盤
改
良
技
術
。

☑
高
支
持
力

☑
低
コ
ス
ト

☑
液
状
化
対
策

☑
環
境
対
策

工
事
名
称
：
運
動
公
園
管
理
棟
建
築
工
事

施
工
場
所
：
千
葉
県
浦
安
市

構
造
種
別
：
鉄
骨
造

基
礎
形
状
：
べ
た
基
礎

建
築
面
積
：
3
5
6
.1
7
㎡

土
質
：
緩
い
砂
地
盤

改
良
深
度
：
8
.5
0
ｍ

改
良
面
積
：
3
4
6
.2
9
㎡

打
設
数

：
1
8
9
本

コ
ラ
ム
長
：
7
.0
0
ｍ

コ
ラ
ム
径
：
φ
5
0
0

計
画
支
持
力
：
8
0
k
N
/
本

固
化
材
量

：
1
7
5
k
g
/
㎥

追
加
砂
配
合
比
：
2
5
％

一
軸
圧
縮
強
さ
：
平
均
値
1
5
,5
0
0
k
N
/
㎡

技
術
名

孔
柵
く
ん

開
発
社

岩
田
産
業
㈱

(補
足
)

マ
ン
ホ
ー
ル
仮
設
転
落
防
止
柵

所
在
地

千
葉
市
稲
毛
区
長
沼
町
3
3
5

工
種

下
水
道

電
話
番
号

0
4
3
-
2
5
9
-
7
2
6
6

提
案
年
度

平
成
２
７
年
度

Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
tt
p
:/
/
w
w
w
.iw

a
ta
-

s
a
n

g
yo

.jp
/
k
o
u

s
a
k
u

k
u

n
.h

tm
l

施
工
年
月

平
成
２
７
年
度

施
工
場
所

千
葉
市
内

発
注
機
関

千
葉
市
内
下
水
施
設
維
持
管
理
業
者

路
線
名
等

１
．
建
設
費
・
管
理
費
縮
減

２
．
安
全
性
向
上

３
．
品
質
向
上

４
．
工
期
短
縮
・
施
工
性
向
上

５
．
環
境
配
慮

下
水
道
管
理
者
の
意
見
(匿

名
)

市
内
数
十
か
所
の
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
の
点
検
時
に
作
業
者
と
通
行
者
の
安
全

を
確
保
し
つ
つ
、
簡
易
的
に
設
置
で
き
る
安
全
柵
と
し
て
重
宝
し
て
い
ま
す
。
マ

ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
は
開
口
部
が
9
0
0
φ
あ
り
、
転
落
の
可
能
性
が
6
0
0
φ
に
比
べ

て
よ
り
高
い
こ
と
か
ら
、
安
全
仮
設
柵
は
必
須
で
す
。
こ
う
し
た
製
品
が
普
及
し

て
よ
り
一
般
的
に
な
れ
ば
と
期
待
し
ま
す
。

技
術
（
製
品
）
の
施
工
状
況

←
安
全
帯
設
置

↑
注
意
喚
起

(視
認
性
向
上

)

コ
ン
パ
ク
ト
で

持
ち
運
び
可
能
。

従
来
マ
ン
ホ
ー
ル
の
昇
降
に
関
し
て
は
こ
れ
と
言
っ
た
製
品
が
無
く
、
転
落
な
ど
の
危
険
性
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し

本
製
品
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
安
全
帯
を
設
置
で
き
、
且
つ
通
行
人
へ
の
注
意
喚
起
も
可
能
と
な
り
大
幅
な
安
全
性

の
向
上
に
繋
が
り
ま
す
。

使
用
後
は
簡
単
に
折
り
畳
め
、
重
量
も
3
0
k
g
(柵

2
0
k
g
・
台
座
1
0
k
g
)で

あ
る
こ
と
か
ら
作
業
車
な
ど
に
も
容
易

に
載
せ
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

技
術
名

ウ
ェ
ー
ブ
ポ
ス
ト

開
発
社

エ
ヌ
テ
ィ
ー
ダ
ブ
リ
ュ
ー
株
式
会
社

(補
足
)

防
汚
型
車
線
分
離
標

所
在
地

千
葉
県
柏
市
南
柏
中
央
1
0
-
5

工
種

共
通

電
話
番
号

0
4
-
7
1
7
6
-
3
7
8
1

提
案
年
度

平
成
２
７
年
度

Ｕ
Ｒ
Ｌ

ht
tp
://
w
w
w
.n
tw
-w

av
e.
co

.jp
/

施
工
年
月

平
成
２
６
年

施
工
場
所

柏
市
つ
く
し
が
丘

発
注
機
関

柏
市
役
所

道
路
サ
ー
ビ
ス
事
務
所

路
線
名
等

柏
市
道

１
．
建
設
費
・
管
理
費
縮
減

２
．
安
全
性
向
上

３
．
品
質
向
上

４
．
工
期
短
縮
・
施
工
性
向
上

５
．
環
境
配
慮

道
路
管
理
者
の
意
見
(柏

市
役
所

道
路
サ
ー
ビ
ス
事
務
所
)

当
事
務
所
で
は
、
日
々
市
民
の
皆
様
の
声
に
対
し
て
、
迅
速
に
対
策
を
施
せ
る

よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
交
通
安
全
対
策
と
し
て
、
車
線
分
離
標

設
置
要
望
も
多
く
、
１
本
で
も
多
く
設
置
で
き
、
か
つ
長
く
効
果
が
あ
る
こ
と
を

期
待
し
、
上
記
製
品
を
採
用
致
し
ま
し
た
。
今
の
所
、
目
立
っ
た
汚
れ
な
ど
は
確

認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
交
通
安
全
対
策
の
向
上
と
今
後
費
用
の
削
減
に
期
待
致
し
ま

す
。

技
術
（
製
品
）
の
施
工
状
況

○
交
差
点
巻
き
込
み
防
止
に
設
置
し
た
製
品
は
、
タ
イ
ヤ
痕
が
リ
ブ
に
発
見
さ
れ
る
が
、
反
射
材
の
破
損
は
確

認
さ
れ
な
か
っ
た
。

○
午
後
現
地
赴
く
と
住
宅
街
だ
が
、
意
外
と
交
通
量
が
多
か
っ
た
。

反
射
材
表
面
に
排
気
ガ
ス
等
の
汚
れ
確
認
さ
れ
な
く
、
綺
麗
な
状
態
。
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技
術
名

天
然
素
材
を
使
用
し
た
「
エ
コ
環
境
基
盤
」

開
発
社

柳
川
建
設
株
式
会
社

(補
足
)

所
在
地

千
葉
市
中
央
区
宮
崎
町
4
5
2
番
地

工
種

共
通

電
話
番
号

0
4
3
-
2
6
4
-
5
2
3
6

提
案
年
度

平
成
2
7
年

Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.y
a
n

a
g
a
w

a
k
e
n

s
e
tu

.n
e
t/

施
工
年
月

平
成
2
7
年
6
月

施
工
場
所

東
金
市

発
注
機
関

城
西
国
際
大
学

路
線
名
等

城
西
国
際
大
学
Ｆ
棟
屋
上

１
．
建
設
費
・
管
理
費
縮
減

２
．
安
全
性
向
上

３
．
品
質
向
上

４
．
工
期
短
縮
・
施
工
性
向
上

５
．
環
境
配
慮

使
用
者
の
意
見
(城

西
国
際
大
学
)

本
学
の
東
金
キ
ャ
ン
パ
ス
研
究
棟
(F
棟
)の

屋
上
部
に
て
、
「
エ
コ
環
境
基
盤
」
を
施
工

し
、
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
緩
和
効
果
に
つ
い
て
、
実
測
に
よ
り
施
工
箇
所
と
未
施
工
箇

所
の
表
面
温
度
と
、
ス
ラ
ブ
下
の
天
井
裏
の
温
度
、
室
内
気
温
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、

ピ
ー
ク
時
に
は
屋
上
表
面
で
2
0
℃
以
上
、
ス
ラ
ブ
下
の
天
井
部
で
は
、
2
～
3
℃
、
室
内

気
温
で
は
約
1
℃
の
低
減
を
確
認
で
き
た
。
灌
水
条
件
に
つ
い
て
は
、
昨
年
夏
は
、
猛
暑

日
で
降
雨
の
な
い
日
が
連
続
し
た
た
め
、
無
灌
水
で
維
持
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た

た
め
、
途
中
か
ら
、
自
動
潅
水
を
併
用
す
る
こ
と
で
、
芝
枯
れ
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
た
。

技
術
（
製
品
）
の
施
工
状
況

エ
コ
環
境
基
盤
の
特
長

技
術
名

フ
ァ
イ
ン
ク
リ
ス
タ
ル
S
&
T
O
P

開
発
社

(有
)タ

ー
ト
ル

(補
足
)

コ
ン
ク
リ
ー
ト
劣
化
防
止
工
法

所
在
地

千
葉
県
香
取
市
佐
原
イ
3
8
4
0

工
種

共
通

電
話
番
号

0
4
7
8
-
5
7
-
3
3
9
3

提
案
年
度

平
成
2
7
年
度

Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
tt
p
:/
/
液
体
ガ
ラ
ス
.c
o
m

施
工
年
月

平
成
２
７
年
2
月

施
工
場
所

京
都
府

発
注
機
関

京
都
府
丹
後
土
木
事
務
所

路
線
名
等

国
道
1
7
6
号

１
．
建
設
費
・
管
理
費
縮
減

２
．
安
全
性
向
上

３
．
品
質
向
上

４
．
工
期
短
縮
・
施
工
性
向
上

５
．
環
境
配
慮

施
設
管
理
者
の
意
見
(京

都
府

建
設
交
通
部

道
路
建
設
課
)

京
都
府
で
は
、
長
寿
命
化
計
画
の
方
針
で
、
よ
り
合
理
的
な
工
法
、
高
耐
久
材

料
の
積
極
的
活
用
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
使
用
し
た
橋
梁
は
、
海
面
に
極
め
て
近

く
、
凍
結
防
止
材
散
布
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
地
場
の
塗
装
業
者
等
で
も
取
扱
や

す
く
、
見
た
目
を
損
な
わ
な
い
こ
と
か
ら
、
採
用
い
た
し
ま
し
た
。
塗
布
後
、
1

年
で
効
果
の
検
証
は
で
き
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
経
年
的
な
変
化
を
監
視
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
現
在
、
変
状
は
あ
り
ま
せ
ん
。
品
質
管
理
要
領
等
の
整
備
が
あ
る

と
よ
り
、
活
用
し
や
す
い
塗
布
材
料
と
な
る
と
思
い
ま
す
。

技
術
（
製
品
）
の
施
工
状
況

フ
ァ
イ
ン
ク
リ
ス
タ
ル
S
&
T
O
P
工
法
は

①
躯
体
外
観
に
変
化
が
な
い

②
各
種
劣
化
抑
制
性
能
に
優
れ
る

③
防
汚
性
も
併
せ
持
つ

④
表
層
部
緻
密
化
が
図
れ
る

と
い
う
メ
リ
ッ
ト
を
持
っ
た
理
想
的
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
表
面
保
護
工
法
で
す
。

～
施
工
例
～

※
国
道
1
7
6
号
他
(須

津
大
橋
O
N
,O
F
F
ﾗ
ﾝ
ﾌ
ﾟ
)橋

梁
維
持
修
繕
工
事

技
術
名

S
e
re
n
a
-
m
e
n
te

(セ
レ
ナ
・
メ
ン
テ
)

開
発
社

イ
ン
テ
リ
ア
い
と
う
有
限
会
社

(補
足
)

長
尺
塩
ビ
シ
ー
ト
用
・
環
境
配
慮
型
床
材
剥
離
機

所
在
地

千
葉
市
若
葉
区
桜
木
6
-
1
5
-
1
4

工
種

そ
の
他

電
話
番
号

0
4
3
-
2
3
4
-
1
6
1
4

提
案
年
度

平
成
2
7
年
度

Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
tt
p
:/
/
in
te
ri
a
-

it
o
h
.c
o
m
/
s
e
rv
ic
e
/
s
e
io
n
_
h
a
k
u
ri
.h
tm

l

施
工
年
月

平
成
2
7
年
8
月

施
工
場
所

千
葉
県
内

発
注
機
関

民
間

路
線
名
等

１
．
建
設
費
・
管
理
費
縮
減

２
．
安
全
性
向
上

３
．
品
質
向
上

４
．
工
期
短
縮
・
施
工
性
向
上

５
．
環
境
配
慮

施
工
者
の
意
見

(株
式
会
社

竹
中
工
務
店
)

従
来
型
の
床
材
剥
離
機
に
比
べ
、
騒
音
・
振
動
の
発
生
が
非
常
に
少
な
い
と
感

じ
た
。
ま
た
、
作
業
効
率
も
良
く
、
塵
芥
の
発
生
も
少
な
い
こ
と
か
ら
、
作
業
日

時
の
選
択
が
容
易
と
な
る
事
で
工
期
の
短
縮
が
可
能
と
思
わ
れ
、
人
の
居
な
が
ら

改
修
工
事
等
の
際
に
特
に
有
用
な
機
械
で
あ
る
。

技
術
（
製
品
）
の
施
工
状
況

病
院

（
手

術
室

）
既

存
床

材
撤

去
の

様
子

無
振
動
式
の
た
め
、
手
術
室
の
計
器
類
へ

の
影
響
や
工
事
場
所
以
外
へ
の
影
響
を
最

小
限
に
で
き
ま
す
。

「
通
常
会
話
程
度
」
の
静
か
な
工
事
が
可

能
な
た
め
、
営
業
中
施
設
で
の
床
材
の
貼

り
替
え
が
容
易
と
な
り
ま
し
た
。

従
来
の
床
材
剥
離
作
業
は
、
専
用
の
振
動
式
ハ
ツ
リ
機
械
を
使
用
す
る
た
め
、
騒
音
・
振
動
・
粉
塵
が
発
生
し
課
題
と
な
っ

て
お
り
ま
し
た
。
「
セ
レ
ナ
・
メ
ン
テ
」
は
、
無
振
動
巻
取
り
方
式
の
た
め
、
と
て
も
静
か
で
、
粉
塵
の
発
生
量
も
非
常
に

少
な
く
騒
音
・
振
動
・
粉
塵
に
よ
る
様
々
な
悪
影
響
を
改
善
で
き
ま
す
。

技
術
名

高
所
法
面
掘
削
機
に
よ
る
掘
削
工
法

開
発
社

大
昌
建
設
株
式
会
社

(補
足
)

所
在
地

茂
原
市
高
師
８
番
地
２

工
種

共
通

電
話
番
号

0
4
7
5
-
3
6
-
7
7
0
0

提
案
年
度

平
成
２
７
年
度

Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
tt
p
:/
/
w
w
w
.t
a
is
h
o
-
k
k
.c
o
m
/

施
工
年
月

平
成
２
８
年
１
月

施
工
場
所

千
葉
県
南
房
総
市
山
名

地
内

発
注
機
関

南
房
総
市

農
林
水
産
部

農
林
水
産
課

路
線
名
等

林
道
堀
之
内
線

１
．
建
設
費
・
管
理
費
縮
減

２
．
安
全
性
向
上

３
．
品
質
向
上

４
．
工
期
短
縮
・
施
工
性
向
上

５
．
環
境
配
慮

施
工
者
の
意
見
(東

海
建
設
株
式
会
社
)

当
初
は
、
人
力
施
工
に
よ
る
作
業
を
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
高
所
法
面
掘
削
工

法
に
変
更
し
た
よ
り
、
予
定
し
て
い
た
工
期
よ
り
早
く
、
尚
且
つ
、
安
全
に
完
成

さ
せ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
足
場
が
し
っ
か
り
し
て
い
て
、
大
規
模
な
箇
所
で

は
特
に
有
効
と
思
わ
れ
ま
す
。

技
術
（
製
品
）
の
施
工
状
況

○
本
工
法
は
、
高
所
法
面
掘
削
機
（
ﾛ
ｯ
ｸ
ｸ
ﾗ
ｲ
ﾐ
ﾝ
ｸ
ﾞ
ﾏ
ｼ
ｰ
ﾝ
）
に
よ
り
、
高
所
法
面
の
切
取
り
・
切
り
崩
し
、
掘
削
等
の
作
業
を

行
う
工
法
で
あ
り
、
高
所
急
傾
斜
地
で
も
通
常
の
バ
ッ
ク
ホ
ウ
と
同
程
度
の
作
業
能
率
で
、
高
所
作
業
の
安
全
性
の
向
上
、

工
期
短
縮
、
省
力
化
が
可
能
で
す
。

○
施
工
条
件
、
作
業
可
能
現
場
は
、
斜
面
傾
斜
角
度
8
0
度
ま
で
作
業
が
可
能
で
、
本
機
に
油
圧
ブ
レ
ー
カ
を
装
着
す
る
こ

と
で
、
そ
の
硬
さ
に
応
じ
た
機
種
に
よ
り
、
岩
盤
掘
削
も
可
能
で
す
。

区
分

条
件

R
C
M
03

R
C
M
06
・R

C
M
12

運
転

搭
乗
・
ラ
ジ
コ
ン

搭
乗
・
ラ
ジ
コ
ン

勾
配

90
°

×
×

60
-8
0 °

◎
◎

0-
60
°

◎
◎

土
質

硬
岩
Ⅰ

×
△

中
硬
岩

×
△

◎
：
最
適

軟
岩
Ⅱ

△
○

○
：
適
合

軟
岩
Ⅰ

○
◎

△
：
条
件
に
よ
り
可
能

礫
質
土

◎
◎

×
：
不
適

粘
性
土

◎
◎

砂
質
土

◎
◎

能
力
等

小
規
模
か
ら
中
規
模
工
事

中
規
模
か
ら
大
規
模
工
事

法
面
勾
配
、
土
質
区
分
、

法
面
掘
削
機

能
力
に
よ
る
摘
要
範
囲

評
価

区
分

13



技
術
名

天
然
素
材
を
使
用
し
た
「
エ
コ
環
境
基
盤
」

開
発
社

柳
川
建
設
株
式
会
社

(補
足
)

所
在
地

千
葉
市
中
央
区
宮
崎
町
4
5
2
番
地

工
種

共
通

電
話
番
号

0
4
3
-
2
6
4
-
5
2
3
6

提
案
年
度

平
成
2
7
年

Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.y
a
n

a
g
a
w

a
k
e
n

s
e
tu

.n
e
t/

施
工
年
月

平
成
2
7
年
6
月

施
工
場
所

東
金
市

発
注
機
関

城
西
国
際
大
学

路
線
名
等

城
西
国
際
大
学
Ｆ
棟
屋
上

１
．
建
設
費
・
管
理
費
縮
減

２
．
安
全
性
向
上

３
．
品
質
向
上

４
．
工
期
短
縮
・
施
工
性
向
上

５
．
環
境
配
慮

使
用
者
の
意
見
(城

西
国
際
大
学
)

本
学
の
東
金
キ
ャ
ン
パ
ス
研
究
棟
(F
棟
)の

屋
上
部
に
て
、
「
エ
コ
環
境
基
盤
」
を
施
工

し
、
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
緩
和
効
果
に
つ
い
て
、
実
測
に
よ
り
施
工
箇
所
と
未
施
工
箇

所
の
表
面
温
度
と
、
ス
ラ
ブ
下
の
天
井
裏
の
温
度
、
室
内
気
温
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、

ピ
ー
ク
時
に
は
屋
上
表
面
で
2
0
℃
以
上
、
ス
ラ
ブ
下
の
天
井
部
で
は
、
2
～
3
℃
、
室
内

気
温
で
は
約
1
℃
の
低
減
を
確
認
で
き
た
。
灌
水
条
件
に
つ
い
て
は
、
昨
年
夏
は
、
猛
暑

日
で
降
雨
の
な
い
日
が
連
続
し
た
た
め
、
無
灌
水
で
維
持
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た

た
め
、
途
中
か
ら
、
自
動
潅
水
を
併
用
す
る
こ
と
で
、
芝
枯
れ
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
た
。

技
術
（
製
品
）
の
施
工
状
況

エ
コ
環
境
基
盤
の
特
長

技
術
名

フ
ァ
イ
ン
ク
リ
ス
タ
ル
S
&
T
O
P

開
発
社

(有
)タ

ー
ト
ル

(補
足
)

コ
ン
ク
リ
ー
ト
劣
化
防
止
工
法

所
在
地

千
葉
県
香
取
市
佐
原
イ
3
8
4
0

工
種

共
通

電
話
番
号

0
4
7
8
-
5
7
-
3
3
9
3

提
案
年
度

平
成
2
7
年
度

Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
tt
p
:/
/
液
体
ガ
ラ
ス
.c
o
m

施
工
年
月

平
成
２
７
年
2
月

施
工
場
所

京
都
府

発
注
機
関

京
都
府
丹
後
土
木
事
務
所

路
線
名
等

国
道
1
7
6
号

１
．
建
設
費
・
管
理
費
縮
減

２
．
安
全
性
向
上

３
．
品
質
向
上

４
．
工
期
短
縮
・
施
工
性
向
上

５
．
環
境
配
慮

施
設
管
理
者
の
意
見
(京

都
府

建
設
交
通
部

道
路
建
設
課
)

京
都
府
で
は
、
長
寿
命
化
計
画
の
方
針
で
、
よ
り
合
理
的
な
工
法
、
高
耐
久
材

料
の
積
極
的
活
用
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
使
用
し
た
橋
梁
は
、
海
面
に
極
め
て
近

く
、
凍
結
防
止
材
散
布
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
地
場
の
塗
装
業
者
等
で
も
取
扱
や

す
く
、
見
た
目
を
損
な
わ
な
い
こ
と
か
ら
、
採
用
い
た
し
ま
し
た
。
塗
布
後
、
1

年
で
効
果
の
検
証
は
で
き
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
経
年
的
な
変
化
を
監
視
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
現
在
、
変
状
は
あ
り
ま
せ
ん
。
品
質
管
理
要
領
等
の
整
備
が
あ
る

と
よ
り
、
活
用
し
や
す
い
塗
布
材
料
と
な
る
と
思
い
ま
す
。

技
術
（
製
品
）
の
施
工
状
況

フ
ァ
イ
ン
ク
リ
ス
タ
ル
S
&
T
O
P
工
法
は

①
躯
体
外
観
に
変
化
が
な
い

②
各
種
劣
化
抑
制
性
能
に
優
れ
る

③
防
汚
性
も
併
せ
持
つ

④
表
層
部
緻
密
化
が
図
れ
る

と
い
う
メ
リ
ッ
ト
を
持
っ
た
理
想
的
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
表
面
保
護
工
法
で
す
。

～
施
工
例
～

※
国
道
1
7
6
号
他
(須

津
大
橋
O
N
,O
F
F
ﾗ
ﾝ
ﾌ
ﾟ
)橋

梁
維
持
修
繕
工
事

技
術
名

S
e
re
n
a
-
m
e
n
te

(セ
レ
ナ
・
メ
ン
テ
)

開
発
社

イ
ン
テ
リ
ア
い
と
う
有
限
会
社

(補
足
)

長
尺
塩
ビ
シ
ー
ト
用
・
環
境
配
慮
型
床
材
剥
離
機

所
在
地

千
葉
市
若
葉
区
桜
木
6
-
1
5
-
1
4

工
種

そ
の
他

電
話
番
号

0
4
3
-
2
3
4
-
1
6
1
4

提
案
年
度

平
成
2
7
年
度

Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
tt
p
:/
/
in
te
ri
a
-

it
o
h
.c
o
m
/
s
e
rv
ic
e
/
s
e
io
n
_
h
a
k
u
ri
.h
tm

l

施
工
年
月

平
成
2
7
年
8
月

施
工
場
所

千
葉
県
内

発
注
機
関

民
間

路
線
名
等

１
．
建
設
費
・
管
理
費
縮
減

２
．
安
全
性
向
上

３
．
品
質
向
上

４
．
工
期
短
縮
・
施
工
性
向
上

５
．
環
境
配
慮

施
工
者
の
意
見

(株
式
会
社

竹
中
工
務
店
)

従
来
型
の
床
材
剥
離
機
に
比
べ
、
騒
音
・
振
動
の
発
生
が
非
常
に
少
な
い
と
感

じ
た
。
ま
た
、
作
業
効
率
も
良
く
、
塵
芥
の
発
生
も
少
な
い
こ
と
か
ら
、
作
業
日

時
の
選
択
が
容
易
と
な
る
事
で
工
期
の
短
縮
が
可
能
と
思
わ
れ
、
人
の
居
な
が
ら

改
修
工
事
等
の
際
に
特
に
有
用
な
機
械
で
あ
る
。

技
術
（
製
品
）
の
施
工
状
況

病
院

（
手

術
室

）
既

存
床

材
撤

去
の

様
子

無
振
動
式
の
た
め
、
手
術
室
の
計
器
類
へ

の
影
響
や
工
事
場
所
以
外
へ
の
影
響
を
最

小
限
に
で
き
ま
す
。

「
通
常
会
話
程
度
」
の
静
か
な
工
事
が
可

能
な
た
め
、
営
業
中
施
設
で
の
床
材
の
貼

り
替
え
が
容
易
と
な
り
ま
し
た
。

従
来
の
床
材
剥
離
作
業
は
、
専
用
の
振
動
式
ハ
ツ
リ
機
械
を
使
用
す
る
た
め
、
騒
音
・
振
動
・
粉
塵
が
発
生
し
課
題
と
な
っ

て
お
り
ま
し
た
。
「
セ
レ
ナ
・
メ
ン
テ
」
は
、
無
振
動
巻
取
り
方
式
の
た
め
、
と
て
も
静
か
で
、
粉
塵
の
発
生
量
も
非
常
に

少
な
く
騒
音
・
振
動
・
粉
塵
に
よ
る
様
々
な
悪
影
響
を
改
善
で
き
ま
す
。

技
術
名

高
所
法
面
掘
削
機
に
よ
る
掘
削
工
法

開
発
社

大
昌
建
設
株
式
会
社

(補
足
)

所
在
地

茂
原
市
高
師
８
番
地
２

工
種

共
通

電
話
番
号

0
4
7
5
-
3
6
-
7
7
0
0

提
案
年
度

平
成
２
７
年
度

Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
tt
p
:/
/
w
w
w
.t
a
is
h
o
-
k
k
.c
o
m
/

施
工
年
月

平
成
２
８
年
１
月

施
工
場
所

千
葉
県
南
房
総
市
山
名

地
内

発
注
機
関

南
房
総
市

農
林
水
産
部

農
林
水
産
課

路
線
名
等

林
道
堀
之
内
線

１
．
建
設
費
・
管
理
費
縮
減

２
．
安
全
性
向
上

３
．
品
質
向
上

４
．
工
期
短
縮
・
施
工
性
向
上

５
．
環
境
配
慮

施
工
者
の
意
見
(東

海
建
設
株
式
会
社
)

当
初
は
、
人
力
施
工
に
よ
る
作
業
を
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
高
所
法
面
掘
削
工

法
に
変
更
し
た
よ
り
、
予
定
し
て
い
た
工
期
よ
り
早
く
、
尚
且
つ
、
安
全
に
完
成

さ
せ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
足
場
が
し
っ
か
り
し
て
い
て
、
大
規
模
な
箇
所
で

は
特
に
有
効
と
思
わ
れ
ま
す
。

技
術
（
製
品
）
の
施
工
状
況

○
本
工
法
は
、
高
所
法
面
掘
削
機
（
ﾛ
ｯ
ｸ
ｸ
ﾗ
ｲ
ﾐ
ﾝ
ｸ
ﾞ
ﾏ
ｼ
ｰ
ﾝ
）
に
よ
り
、
高
所
法
面
の
切
取
り
・
切
り
崩
し
、
掘
削
等
の
作
業
を

行
う
工
法
で
あ
り
、
高
所
急
傾
斜
地
で
も
通
常
の
バ
ッ
ク
ホ
ウ
と
同
程
度
の
作
業
能
率
で
、
高
所
作
業
の
安
全
性
の
向
上
、

工
期
短
縮
、
省
力
化
が
可
能
で
す
。

○
施
工
条
件
、
作
業
可
能
現
場
は
、
斜
面
傾
斜
角
度
8
0
度
ま
で
作
業
が
可
能
で
、
本
機
に
油
圧
ブ
レ
ー
カ
を
装
着
す
る
こ

と
で
、
そ
の
硬
さ
に
応
じ
た
機
種
に
よ
り
、
岩
盤
掘
削
も
可
能
で
す
。

区
分

条
件

R
C
M
03

R
C
M
06
・R

C
M
12

運
転

搭
乗
・
ラ
ジ
コ
ン

搭
乗
・
ラ
ジ
コ
ン

勾
配

90
°

×
×

60
-8
0 °

◎
◎

0-
60
°

◎
◎

土
質

硬
岩
Ⅰ

×
△

中
硬
岩

×
△

◎
：
最
適

軟
岩
Ⅱ

△
○

○
：
適
合

軟
岩
Ⅰ

○
◎

△
：
条
件
に
よ
り
可
能

礫
質
土

◎
◎

×
：
不
適

粘
性
土

◎
◎

砂
質
土

◎
◎

能
力
等

小
規
模
か
ら
中
規
模
工
事

中
規
模
か
ら
大
規
模
工
事

法
面
勾
配
、
土
質
区
分
、

法
面
掘
削
機

能
力
に
よ
る
摘
要
範
囲

評
価

区
分
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技
術

名
制

震
装

置
B

O
S

H
IN

(ボ
ウ

シ
ン

)
開

発
社

株
式

会
社

ア
バ

ン
設

計

(補
足

)
所

在
地

千
葉

県
松

戸
市

河
原

塚
4

3
1

-
3

9

工
種

そ
の

他
電

話
番

号
0

4
7

-
3

1
1

-
3

3
4

4

提
案

年
度

平
成

2
7

年
度

Ｕ
Ｒ

Ｌ
h

tt
p
:/

/
w

w
w

.a
v
a
n

tn
e
th

o
m

e
.c

o
m

/

施
工

年
月

平
成

2
7

年
1

0
月

施
工

場
所

松
戸

市
日

暮

発
注

機
関

民
間

路
線

名
等

１
．

建
設

費
・

管
理

費
縮

減

２
．

安
全

性
向

上

３
．

品
質

向
上

４
．

工
期

短
縮

・
施

工
性

向
上

５
．

環
境

配
慮

施
工

者
の

意
見

(株
式

会
社

湯
浅

建
設

) 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

傾
い

た
建

物
は

非
常

に
脆

い
状

態
に

な
っ

て
い

ま
す

が
、

そ
れ

を
回

避
で

き
る

の
が

「
Ｂ

Ｏ
Ｓ

Ｈ
Ｉ

Ｎ
」

で
す

。
「

Ｂ
Ｏ

Ｓ
Ｈ

Ｉ
Ｎ

」
は

地
震

で
傾

い
た

建
物

を
元

の
状

態
に

戻
す

「
復

元
力

」
が

あ
り

、
万

が
一

、
繰

り
返

し
の

大
き

な
揺

れ
が

あ
っ

て
も

、
倒

壊
を

防
ぐ

力
を

発
揮

し
ま

す
。

取
り

付
け

も
、

大
き

な
工

事
な

ど
は

必
要

あ
り

ま
せ

ん
。

開
発

し
た

「
株

式
会

社
ア

バ
ン

設
計

」
さ

ん
が

建
物

の
設

計
図

を
元

に
、

ど
の

場
所

に
何

個
取

り
付

け
し

た
ら

良
い

か
を

提
案

し
て

く
れ

ま
す

の
で

、
設

計
を

変
更

す
る

こ
と

な
く

効
率

よ
く

耐
震

力
を

得
ら

れ
ま

す
。

技
術

（
製

品
）

の
施

工
状

況

M
-
1

2
 9

0
m

～
1

0
0

m
m

の
コ

ー
チ

ス
ク

リ
ュ

ー
ボ

ル
ト

4
本

で
B

O
S

H
IN

(ボ
ウ

シ
ン

)を
縫

い
設

置
。

B
O

S
H

IN
(ボ

ウ
シ

ン
)設

置
完

了
。

◎
新

築
、

リ
フ

ォ
ー

ム
を

問
わ

ず
に

設
置

が
可

能
。

◎
リ

ー
ズ

ナ
ブ

ル
な

予
算

で
設

置
が

可
能

。

◎
施

工
時

間
も

大
幅

に
短

縮
。

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

不
要

で
安

心
。

◎
3

枚
の

バ
ネ

が
揺

れ
を

吸
収

。
損

傷
や

家
具

の
転

倒
を

軽
減

。

◎
バ

ネ
の

形
状

記
憶

に
よ

り
、

歪
ん

だ
建

物
を

元
に

戻
す

「
復

元
機

能
」

が
繰

り
返

し
の

余
震

に
効

果
を

発
揮

。

自
動

車
の

サ
ス

ペ
ン

シ
ョ

ン
の

よ
う

に
揺

れ
を

柔
く

吸
収

。
柱

や
梁

に
衝

撃
を

与
え

ま
せ

ん
。

(特
許

第
4

1
9

5
4

6
2

号
)

技
術

名
エ

ン
ド

ミ
ル

を
用

い
た

金
属

管
高

速
切

断
機

開
発

社
京

葉
ガ

ス
株

式
会

社

(補
足

)
所

在
地

千
葉

県
市

川
市

市
川

南
2

-
8

-
8

工
種

そ
の

他
電

話
番

号
0

4
7

-
3

2
5

-
4

5
0

0

提
案

年
度

平
成

2
7

年
度

Ｕ
Ｒ

Ｌ
h

tt
p
:/

/
w

w
w

.k
e
iy

o
g
a
s
.c

o
.jp

/

施
工

年
月

平
成

2
5

年
5

月
施

工
場

所
東

京
都

羽
村

市

発
注

機
関

民
間

路
線

名
等

１
．

建
設

費
・

管
理

費
縮

減

２
．

安
全

性
向

上

３
．

品
質

向
上

４
．

工
期

短
縮

・
施

工
性

向
上

５
．

環
境

配
慮

施
工

者
の

意
見

(京
葉

ガ
ス

㈱
)

埋
設

さ
れ

た
ガ

ス
管

を
切

断
し

た
場

合
、

管
に

は
土

圧
に

よ
り

圧
縮

力
や

曲
げ

力
が

掛
か

っ
て

い
る

こ
と

が
多

く
、

の
こ

ぎ
り

型
の

カ
ッ

タ
ー

で
管

を
切

断
し

て
い

る
と

、
切

断
刃

が
管

に
挟

ま
れ

て
切

断
作

業
が

止
ま

っ
て

し
ま

う
こ

と
が

有
り

ま
し

た
。

そ
の

際
は

く
さ

び
を

打
っ

た
り

、
バ

ー
ル

で
隙

間
を

こ
じ

開
け

て
挟

ま
れ

た
切

断
刃

を
取

り
出

す
こ

と
と

な
り

、
時

間
的

、
労

力
的

に
大

き
な

損
失

と
な

っ
て

お
り

ま
し

た
。

こ
の

切
断

機
は

管
に

挟
ま

れ
る

こ
と

な
く

従
来

の
4

分
の

1
程

度
の

時
間

で
確

実
に

管
を

切
断

で
き

る
の

で
作

業
効

率
向

上
、

時
間

短
縮

に
大

き
く

貢
献

で
き

る
と

考
え

ま
す

。

技
術

（
製

品
）

の
施

工
状

況

切
断

す
る

鋳
鉄

管
（

直
径

2
0

c
m

）
高

速
切

断
機

の
設

置

管
の

外
周

に
沿

っ
て

高
速

切
断

機
を

1
周

さ
せ

る
約

5
分

で
切

断
完

了

切
断

刃
に

エ
ン

ド
ミ

ル
を

用
い

る
こ

と
で

、
以

下
の

特
長

が
あ

る
。

（
１

）
切

断
対

象
と

な
る

管
は

、
鋼

管
及

び
鋳

鉄
管

（
ラ

イ
ニ

ン
グ

管
含

む
）

。
口

径
は

1
5

c
m

～
4

0
c
m

（
２

）
油

圧
モ

ー
タ

ー
に

よ
る

駆
動

で
、

作
業

者
の

負
担

が
小

さ
い

。
（

３
）

切
断

刃
に

エ
ン

ド
ミ

ル
を

使
用

し
、

管
体

を
切

削
し

て
切

断
す

る
た

め
、

刃
に

掛
か

る
力

が
比

較
的

小
さ

く
、

切
断

刃
が

欠
損

し
難

い
。

（
４

）
エ

ン
ド

ミ
ル

を
使

用
す

る
こ

と
で

管
の

噛
み

込
ま

な
い

。
（

５
）

切
断

時
間

は
従

来
の

約
4

分
の

1
。

（
口

径
1

5
c
m

：
約

4
分

3
0

秒
、

2
0

c
m

：
約

5
分

、
2

5
c
m

：
約

5
分

3
0

秒
、

3
0

c
m

：
約

6
分

、
4

0
c
m

：
約

8
分

技
術

名
ア

ー
ト

ス
開

発
社

株
式

会
社

テ
ラ

コ
ン

(補
足

)
集

水
型

側
溝

用
コ

ン
ク

リ
ー

ト
蓋

所
在

地
千

葉
県

成
田

市
並

木
町

2
1

9
-
1

1
1

工
種

道
路

電
話

番
号

0
4

7
6

-
9

3
-
1

1
8

1

提
案

年
度

平
成

2
6

年
度

Ｕ
Ｒ

Ｌ
h

tt
p
:/

/
w

w
w

.t
e
ra

c
o
n

.c
o
.jp

施
工

年
月

平
成

２
３

年
度

施
工

場
所

白
井

市
冨

士
地

先

発
注

機
関

白
井

市
役

所
路

線
名

等

１
．

建
設

費
・

管
理

費
縮

減

２
．

安
全

性
向

上

３
．

品
質

向
上

４
．

工
期

短
縮

・
施

工
性

向
上

５
．

環
境

配
慮

地
元

住
民

の
意

見

水
の

流
れ

が
円

滑
に

な
り

、
ま

た
デ

ザ
イ

ン
が

優
れ

て
い

る
。

技
術

（
製

品
）

の
施

工
状

況

ポ
イ
ン
ト
２

手
掛

け
部

が
な

く
、

開
孔

部
が

細
い

た
め

、
幼

児
の

く
つ

や
ハ

イ
ヒ

ー
ル

な
ど

の
落

ち
込

み
も

な
く

、
安

全
で

す
。

ポ
イ
ン
ト
3

ブ
ロ

ッ
ク

パ
タ

ー
ン

に
よ

り
、

雨
天

時
な

ど
の

滑
り

止
め

に
効

果
を

発
揮

し
ま

す
。

ポ
イ
ン
ト
1

多
孔

型
の

た
め

、
従

来
の

コ
ン

ク
リ

ー
ト

蓋
よ

り
集

水
機

能
が

向
上

し
ま

す
。

従
来

製
品

ｱ
ｰ
ﾄ
ｽ
施

工
後

製
品

表
面

全
体

に
集

水
用

の
開

孔
部

と
ブ

ロ
ッ

ク
パ

タ
ー

ン
を

配
し

、
雨

水
の

集
水

機
能

と
滑

り
止

め
が

可
能

と
な

っ
た

側
溝

用
コ

ン
ク

リ
ー

ト
蓋

で
す

。

※
参

考
(1

0
m

当
り

開
口

部
比

較
) 

従
来

品
：

金
属

蓋
（

並
目

）
＝

0
.1

3
4

㎡
ア

ー
ト

ス
＝

0
.1

3
9

㎡
(金

属
蓋

を
減

ら
せ

る
こ

と
に

よ
り

コ
ス

ト
縮

減
が

図
れ

ま
す

)

技
術

名
汚

泥
掻

寄
機

の
脱

輪
抑

制
装

置
開

発
社

岩
田

産
業

株
式

会
社

(補
足

)
汚

泥
掻

寄
機

用
チ

ェ
ー

ン
脱

輪
抑

制
装

置
所

在
地

千
葉

市
稲

毛
区

長
沼

町
３

３
５

工
種

下
水

道
電

話
番

号
0

4
3

-
2

5
9

-
7

2
6

6

提
案

年
度

平
成

２
６

年
度

Ｕ
Ｒ

Ｌ
h

tt
p
:/

/
w

w
w

.iw
a
ta

-
s
a
n

g
yo

.jp
/

施
工

年
月

平
成

２
７

年
２

月
施

工
場

所
福

岡
県

発
注

機
関

公
益

財
団

法
人

福
岡

県
下

水
道

管
理

セ
ン

タ
ー

路
線

名
等

１
．

建
設

費
・

管
理

費
縮

減

２
．

安
全

性
向

上

３
．

品
質

向
上

４
．

工
期

短
縮

・
施

工
性

向
上

５
．

環
境

配
慮

施
工

者
の

意
見

(匿
名

)

万
一

の
震

災
に

備
え

て
、

自
社

が
施

工
し

た
汚

泥
掻

寄
機

の
機

能
維

持
や

安
全

性
の

向
上

と
、

顧
客

の
安

心
感

を
高

め
る

こ
と

が
で

き
る

。

技
術

（
製

品
）

の
施

工
状

況

ポ
イ
ン
ト

脱
輪

抑
制

装
置

を
汚

泥
掻

寄
機

に
取

り
付

け
る

こ
と

に
よ

り
、

地
震

や
ス

ロ
ッ

シ
ン

グ
等

の
揺

れ
に

対
し

て
高

い
チ

ェ
ー

ン
脱

輪
抑

制
効

果
を

発
揮

し
ま

す
。

脱
輪

抑
制

装
置

＜
脱

輪
抑

制
装

置
取

付
前

＞
＜

脱
輪

抑
制

装
置

取
付

後
＞

15



技
術

名
制

震
装

置
B

O
S

H
IN

(ボ
ウ

シ
ン

)
開

発
社

株
式

会
社

ア
バ

ン
設

計

(補
足

)
所

在
地

千
葉

県
松

戸
市

河
原

塚
4

3
1

-
3

9

工
種

そ
の

他
電

話
番

号
0

4
7

-
3

1
1

-
3

3
4

4

提
案

年
度

平
成

2
7

年
度

Ｕ
Ｒ

Ｌ
h

tt
p
:/

/
w

w
w

.a
v
a
n

tn
e
th

o
m

e
.c

o
m

/

施
工

年
月

平
成

2
7

年
1

0
月

施
工

場
所

松
戸

市
日

暮

発
注

機
関

民
間

路
線

名
等

１
．

建
設

費
・

管
理

費
縮

減

２
．

安
全

性
向

上

３
．

品
質

向
上

４
．

工
期

短
縮

・
施

工
性

向
上

５
．

環
境

配
慮

施
工

者
の

意
見

(株
式

会
社

湯
浅

建
設

) 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

傾
い

た
建

物
は

非
常

に
脆

い
状

態
に

な
っ

て
い

ま
す

が
、

そ
れ

を
回

避
で

き
る

の
が

「
Ｂ

Ｏ
Ｓ

Ｈ
Ｉ

Ｎ
」

で
す

。
「

Ｂ
Ｏ

Ｓ
Ｈ

Ｉ
Ｎ

」
は

地
震

で
傾

い
た

建
物

を
元

の
状

態
に

戻
す

「
復

元
力

」
が

あ
り

、
万

が
一

、
繰

り
返

し
の

大
き

な
揺

れ
が

あ
っ

て
も

、
倒

壊
を

防
ぐ

力
を

発
揮

し
ま

す
。

取
り

付
け

も
、

大
き

な
工

事
な

ど
は

必
要

あ
り

ま
せ

ん
。

開
発

し
た

「
株

式
会

社
ア

バ
ン

設
計

」
さ

ん
が

建
物

の
設

計
図

を
元

に
、

ど
の

場
所

に
何

個
取

り
付

け
し

た
ら

良
い

か
を

提
案

し
て

く
れ

ま
す

の
で

、
設

計
を

変
更

す
る

こ
と

な
く

効
率

よ
く

耐
震

力
を

得
ら

れ
ま

す
。

技
術

（
製

品
）

の
施

工
状

況

M
-
1

2
 9

0
m

～
1

0
0

m
m

の
コ

ー
チ

ス
ク

リ
ュ

ー
ボ

ル
ト

4
本

で
B

O
S

H
IN

(ボ
ウ

シ
ン

)を
縫

い
設

置
。

B
O

S
H

IN
(ボ

ウ
シ

ン
)設

置
完

了
。

◎
新

築
、

リ
フ

ォ
ー

ム
を

問
わ

ず
に

設
置

が
可

能
。

◎
リ

ー
ズ

ナ
ブ

ル
な

予
算

で
設

置
が

可
能

。

◎
施

工
時

間
も

大
幅

に
短

縮
。

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

不
要

で
安

心
。

◎
3

枚
の

バ
ネ

が
揺

れ
を

吸
収

。
損

傷
や

家
具

の
転

倒
を

軽
減

。

◎
バ

ネ
の

形
状

記
憶

に
よ

り
、

歪
ん

だ
建

物
を

元
に

戻
す

「
復

元
機

能
」

が
繰

り
返

し
の

余
震

に
効

果
を

発
揮

。

自
動

車
の

サ
ス

ペ
ン

シ
ョ

ン
の

よ
う

に
揺

れ
を

柔
く

吸
収

。
柱

や
梁

に
衝

撃
を

与
え

ま
せ

ん
。

(特
許

第
4

1
9

5
4

6
2

号
)

技
術

名
エ

ン
ド

ミ
ル

を
用

い
た

金
属

管
高

速
切

断
機

開
発

社
京

葉
ガ

ス
株

式
会

社

(補
足

)
所

在
地

千
葉

県
市

川
市

市
川

南
2

-
8

-
8

工
種

そ
の

他
電

話
番

号
0

4
7

-
3

2
5

-
4

5
0

0

提
案

年
度

平
成

2
7

年
度

Ｕ
Ｒ

Ｌ
h

tt
p
:/

/
w

w
w

.k
e
iy

o
g
a
s
.c

o
.jp

/

施
工

年
月

平
成

2
5

年
5

月
施

工
場

所
東

京
都

羽
村

市

発
注

機
関

民
間

路
線

名
等

１
．

建
設

費
・

管
理

費
縮

減

２
．

安
全

性
向

上

３
．

品
質

向
上

４
．

工
期

短
縮

・
施

工
性

向
上

５
．

環
境

配
慮

施
工

者
の

意
見

(京
葉

ガ
ス

㈱
)

埋
設

さ
れ

た
ガ

ス
管

を
切

断
し

た
場

合
、

管
に

は
土

圧
に

よ
り

圧
縮

力
や

曲
げ

力
が

掛
か

っ
て

い
る

こ
と

が
多

く
、

の
こ

ぎ
り

型
の

カ
ッ

タ
ー

で
管

を
切

断
し

て
い

る
と

、
切

断
刃

が
管

に
挟

ま
れ

て
切

断
作

業
が

止
ま

っ
て

し
ま

う
こ

と
が

有
り

ま
し

た
。

そ
の

際
は

く
さ

び
を

打
っ

た
り

、
バ

ー
ル

で
隙

間
を

こ
じ

開
け

て
挟

ま
れ

た
切

断
刃

を
取

り
出

す
こ

と
と

な
り

、
時

間
的

、
労

力
的

に
大

き
な

損
失

と
な

っ
て

お
り

ま
し

た
。

こ
の

切
断

機
は

管
に

挟
ま

れ
る

こ
と

な
く

従
来

の
4

分
の

1
程

度
の

時
間

で
確

実
に

管
を

切
断

で
き

る
の

で
作

業
効

率
向

上
、

時
間

短
縮

に
大

き
く

貢
献

で
き

る
と

考
え

ま
す

。

技
術

（
製

品
）

の
施

工
状

況

切
断

す
る

鋳
鉄

管
（

直
径

2
0

c
m

）
高

速
切

断
機

の
設

置

管
の

外
周

に
沿

っ
て

高
速

切
断

機
を

1
周

さ
せ

る
約

5
分

で
切

断
完

了

切
断

刃
に

エ
ン

ド
ミ

ル
を

用
い

る
こ

と
で

、
以

下
の

特
長

が
あ

る
。

（
１

）
切

断
対

象
と

な
る

管
は

、
鋼

管
及

び
鋳

鉄
管

（
ラ

イ
ニ

ン
グ

管
含

む
）

。
口

径
は

1
5

c
m

～
4

0
c
m

（
２

）
油

圧
モ

ー
タ

ー
に

よ
る

駆
動

で
、

作
業

者
の

負
担

が
小

さ
い

。
（

３
）

切
断

刃
に

エ
ン

ド
ミ

ル
を

使
用

し
、

管
体

を
切

削
し

て
切

断
す

る
た

め
、

刃
に

掛
か

る
力

が
比

較
的

小
さ

く
、

切
断

刃
が

欠
損

し
難

い
。

（
４

）
エ

ン
ド

ミ
ル

を
使

用
す

る
こ

と
で

管
の

噛
み

込
ま

な
い

。
（

５
）

切
断

時
間

は
従

来
の

約
4

分
の

1
。

（
口

径
1

5
c
m

：
約

4
分

3
0

秒
、

2
0

c
m

：
約

5
分

、
2

5
c
m

：
約

5
分

3
0

秒
、

3
0

c
m

：
約

6
分

、
4

0
c
m

：
約

8
分

技
術

名
ア

ー
ト

ス
開

発
社

株
式

会
社

テ
ラ

コ
ン

(補
足

)
集

水
型

側
溝

用
コ

ン
ク

リ
ー

ト
蓋

所
在

地
千

葉
県

成
田

市
並

木
町

2
1

9
-
1

1
1

工
種

道
路

電
話

番
号

0
4

7
6

-
9

3
-
1

1
8

1

提
案

年
度

平
成

2
6

年
度

Ｕ
Ｒ

Ｌ
h

tt
p
:/

/
w

w
w

.t
e
ra

c
o
n

.c
o
.jp

施
工

年
月

平
成

２
３

年
度

施
工

場
所

白
井

市
冨

士
地

先

発
注

機
関

白
井

市
役

所
路

線
名

等

１
．

建
設

費
・

管
理

費
縮

減

２
．

安
全

性
向

上

３
．

品
質

向
上

４
．

工
期

短
縮

・
施

工
性

向
上

５
．

環
境

配
慮

地
元

住
民

の
意

見

水
の

流
れ

が
円

滑
に

な
り

、
ま

た
デ

ザ
イ

ン
が

優
れ

て
い

る
。

技
術

（
製

品
）

の
施

工
状

況

ポ
イ
ン
ト
２

手
掛

け
部

が
な

く
、

開
孔

部
が

細
い

た
め

、
幼

児
の

く
つ

や
ハ

イ
ヒ

ー
ル

な
ど

の
落

ち
込

み
も

な
く

、
安

全
で

す
。

ポ
イ
ン
ト
3

ブ
ロ

ッ
ク

パ
タ

ー
ン

に
よ

り
、

雨
天

時
な

ど
の

滑
り

止
め

に
効

果
を

発
揮

し
ま

す
。

ポ
イ
ン
ト
1

多
孔

型
の

た
め

、
従

来
の

コ
ン

ク
リ

ー
ト

蓋
よ

り
集

水
機

能
が

向
上

し
ま

す
。

従
来

製
品

ｱ
ｰ
ﾄ
ｽ
施

工
後

製
品

表
面

全
体

に
集

水
用

の
開

孔
部

と
ブ

ロ
ッ

ク
パ

タ
ー

ン
を

配
し

、
雨

水
の

集
水

機
能

と
滑

り
止

め
が

可
能

と
な

っ
た

側
溝

用
コ

ン
ク

リ
ー

ト
蓋

で
す

。

※
参

考
(1

0
m

当
り

開
口

部
比

較
) 

従
来

品
：

金
属

蓋
（

並
目

）
＝

0
.1

3
4

㎡
ア

ー
ト

ス
＝

0
.1

3
9

㎡
(金

属
蓋

を
減

ら
せ

る
こ

と
に

よ
り

コ
ス

ト
縮

減
が

図
れ

ま
す

)

技
術

名
汚

泥
掻

寄
機

の
脱

輪
抑

制
装

置
開

発
社

岩
田

産
業

株
式

会
社

(補
足

)
汚

泥
掻

寄
機

用
チ

ェ
ー

ン
脱

輪
抑

制
装

置
所

在
地

千
葉

市
稲

毛
区

長
沼

町
３

３
５

工
種

下
水

道
電

話
番

号
0

4
3

-
2

5
9

-
7

2
6

6

提
案

年
度

平
成

２
６

年
度

Ｕ
Ｒ

Ｌ
h

tt
p
:/

/
w

w
w

.iw
a
ta

-
s
a
n

g
yo

.jp
/

施
工

年
月

平
成

２
７

年
２

月
施

工
場

所
福

岡
県

発
注

機
関

公
益

財
団

法
人

福
岡

県
下

水
道

管
理

セ
ン

タ
ー

路
線

名
等

１
．

建
設

費
・

管
理

費
縮

減

２
．

安
全

性
向

上

３
．

品
質

向
上

４
．

工
期

短
縮

・
施

工
性

向
上

５
．

環
境

配
慮

施
工

者
の

意
見

(匿
名

)

万
一

の
震

災
に

備
え

て
、

自
社

が
施

工
し

た
汚

泥
掻

寄
機

の
機

能
維

持
や

安
全

性
の

向
上

と
、

顧
客

の
安

心
感

を
高

め
る

こ
と

が
で

き
る

。

技
術

（
製

品
）

の
施

工
状

況

ポ
イ
ン
ト

脱
輪

抑
制

装
置

を
汚

泥
掻

寄
機

に
取

り
付

け
る

こ
と

に
よ

り
、

地
震

や
ス

ロ
ッ

シ
ン

グ
等

の
揺

れ
に

対
し

て
高

い
チ

ェ
ー

ン
脱

輪
抑

制
効

果
を

発
揮

し
ま

す
。

脱
輪

抑
制

装
置

＜
脱

輪
抑

制
装

置
取

付
前

＞
＜

脱
輪

抑
制

装
置

取
付

後
＞

16



技
術
名

高
耐
食
性
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
（
３
×
７
）

開
発
社

Ｊ
Ｆ
Ｅ
テ
ク
ノ
ワ
イ
ヤ
株
式
会
社

(補
足
)

落
石
防
護
柵

所
在
地

千
葉
市
中
央
区
新
浜
町
1
番
地

工
種

共
通

電
話
番
号

0
4
3
－
2
6
2
-
2
5
0
5

提
案
年
度

平
成
２
６
年
度

Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
tt
p
:/
/
w
w
w
.jf
e
-
te
c
h
n
o
-
w
ir
e
.c
o
.jp

施
工
年
月

平
成
１
６
年
３
月

施
工
場
所

東
京
都
御
蔵
島
村
（
伊
豆
諸
島
）

発
注
機
関

東
京
都
三
宅
支
庁

路
線
名
等

－

１
．
建
設
費
・
管
理
費
縮
減

２
．
安
全
性
向
上

３
．
品
質
向
上

４
．
工
期
短
縮
・
施
工
性
向
上

５
．
環
境
配
慮

施
工
業
者
の
意
見
（
匿
名
）

他
社
の
塗
装
や
被
覆
の
ﾜ
ｲ
ﾔ
ﾛ
ｰ
ﾌ
ﾟ
と
比
較
し
て
、
被
覆
性
能
が
良
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

塗
装
品
と
比
較
し
て
、
外
観
上
、
被
覆
の
割
れ
が
無
い
。

ま
た
、
よ
り
線
の
素
線
一
本
ず
つ
に
被
覆
し
て
い
る
た
め
、
被
覆
が
破
れ
た
場
合

も
被
害
は
よ
り
線
全
体
に
及
ば
ず
限
定
さ
れ
る
。

技
術
（
製
品
）
の
施
工
状
況

海
沿
い
で
且
つ
雨
量
が
多
い
こ
と
か
ら
金

属
製
の
部
材
は
腐
食
し
易
い
環
境
で
す
が
、

ロ
ー
プ
の
素
線
毎
に
被
覆
を
施
し
て
い
る
の

で
長
寿
命
が
得
ら
れ
ま
す
。

ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
の
被
覆
色
は
指
定
が
可

能
で
す
。

当
施
工
で
は
ネ
ッ
ト
と
同
色
の
グ
リ
ー
ン

を
使
用
し
て
い
ま
す
。

【
落
石
防
護
柵
へ
の
適
用
例
】

御
蔵
島

落
石
防
護
柵

高
耐
食
性
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ

技
術
名

Ｉ
(ア

イ
)ホ

ー
ル

開
発
社

日
本
Ｉ
ホ
ー
ル
工
業
会
(千

葉
窯
業
株
式
会
社
)

(補
足
)

矩
形
組
立
マ
ン
ホ
ー
ル

所
在
地

千
葉
市
中
央
区
市
場
町
３
－
１

工
種

下
水
道

電
話
番
号

0
4
3
-
2
2
1
-
3
4
7
1

提
案
年
度

平
成
2
6
年
度

Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
tt
p
:/
/
w
w
w
.c
h
ib
a
yo
g
yo
.c
o
.jp
/

施
工
年
月

平
成
2
8
年
1
月

施
工
場
所

千
葉
市
稲
毛
区
園
生
町

発
注
機
関

千
葉
市
建
設
局
下
水
道
建
設
部
下
水
道
建
設
課

路
線
名
等

１
．
建
設
費
・
管
理
費
縮
減

２
．
安
全
性
向
上

３
．
品
質
向
上

４
．
工
期
短
縮
・
施
工
性
向
上

５
．
環
境
配
慮

施
設
管
理
者
の
意
見
(千

葉
市
建
設
局
下
水
道
建
設
部
下
水
道
建
設
課
)

従
来
の
現
場
打
ち
構
造
で
の
構
築
と
比
較
し
て
、
十
分
な
作
業
ス
ペ
ー
ス
を
確

保
で
き
る
と
と
も
に
、
工
期
の
短
縮
も
図
れ
、
周
辺
住
民
や
現
道
交
通
へ
の
影
響

を
最
小
限
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

技
術
（
製
品
）
の
施
工
状
況

水
膨
張
性
弾
性
シ
ー
リ
ン
グ
材

(ガ
ン
塗
布
型
)

部
材

名
称

記
号

円
形
組
立
マ
ン
ホ
ー

ル
を
使
用

中
間

ブ
ロ

ッ
ク

Ｂ

管
取

付
ブ

ロ
ッ
ク

Ｈ
Ｄ

管
取

付
ブ

ロ
ッ
ク

Ｌ
Ｅ

頂
版

ブ
ロ

ッ
ク

Ａ

Ⅰ
ホ
ー
ル
標
準
部
材
構
成

現
場
打
ち
と
比
較
す
る
と
・
・
・

・
型
枠
等
の
必
要
が
無
い
た
め
省
ス
ペ
ー
ス

化
が
図
れ
る
。

・
養
生
の
必
要
が
無
い
た
め
、
工
期
短
縮
が

図
れ
る
。

⇓
⇓
⇓

周
辺
へ
の
影
響
軽
減

技
術
名

自
転
車
道
対
応
用
函
渠
型
側
溝

開
発
社

千
葉
窯
業
株
式
会
社

(補
足
)

ス
リ
ム
側
溝
自
転
車
道
対
応
型

所
在
地

千
葉
市
中
央
区
市
場
町
３
－
１

工
種

道
路

電
話
番
号

0
4

3
-
2

2
1

-
3

4
7

1

提
案
年
度

平
成
2
6
年
度

Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.c
h

ib
a
yo

g
yo

.c
o
.jp

/

施
工
年
月

平
成
2
7
年
4
月

施
工
場
所

千
葉
市
稲
毛
区
宮
野
木
町

発
注
機
関

千
葉
市
建
設
局
土
木
部
花
見
川
・
稲
毛
土
木
事
務
所

路
線
名
等

穴
川
犢
橋
町
線

１
．
建
設
費
・
管
理
費
縮
減

２
．
安
全
性
向
上

３
．
品
質
向
上

４
．
工
期
短
縮
・
施
工
性
向
上

５
．
環
境
配
慮

道
路
管
理
者
の
意
見
(千

葉
市
建
設
局
土
木
部
花
見
川
・
稲
毛
土
木
事
務
所
)

・
エ
プ
ロ
ン
幅
が
小
さ
く
、
路
肩
の
舗
装
幅
が
広
く
と
れ
た
の
で
、
今
後
自
転
車

の
走
行
環
境
を
整
備
す
る
際
に
活
き
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。

・
Ｌ
形
側
溝
に
比
べ
車
両
が
乗
る
可
能
性
が
か
な
り
低
い
の
で
、
経
年
で
目
地
の

抜
け
や
ガ
タ
ツ
キ
が
生
じ
る
可
能
性
も
低
い
の
で
は
と
思
わ
れ
る
。

技
術
（
製
品
）
の
施
工
状
況

技
術
名

Ｓ
Ｎ
側
溝

開
発
社

千
葉
窯
業
株
式
会
社

(補
足
)

省
ス
ペ
ー
ス
消
音
側
溝

所
在
地

千
葉
市
中
央
区
市
場
町
３
－
１

工
種

道
路

電
話
番
号

0
4

3
-
2

2
1

-
3

4
7

1

提
案
年
度

平
成
2
6
年
度

Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.c
h

ib
a
yo

g
yo

.c
o
.jp

/

施
工
年
月

平
成
2
7
年
5
月

施
工
場
所

千
葉
市
花
見
川
区
幕
張
本
郷

発
注
機
関

千
葉
市
建
設
局
土
木
部
花
見
川
・
稲
毛
土
木
事
務
所

路
線
名
等

幕
張
本
郷
3
3
号
線

１
．
建
設
費
・
管
理
費
縮
減

２
．
安
全
性
向
上

３
．
品
質
向
上

４
．
工
期
短
縮
・
施
工
性
向
上

５
．
環
境
配
慮

道
路
管
理
者
の
意
見
(千

葉
市
建
設
局
土
木
部
花
見
川
・
稲
毛
土
木
事
務
所
)

・
側
面
が
フ
ラ
ッ
ト
形
状
の
た
め
、
側
部
転
圧
作
業
性
の
向
上
、
十
分
な
仕
上
が

り
が
得
ら
れ
た
。

・
側
溝
外
幅
が
従
来
の
形
状
よ
り
も
小
さ
く
、
狭
い
道
路
で
の
適
用
が
有
効
で
あ

る
と
考
え
採
用
に
至
っ
た
。

・
側
溝
蓋
の
ガ
タ
ツ
キ
に
よ
る
騒
音
問
題
が
解
消
さ
れ
た
。

技
術
（
製
品
）
の
施
工
状
況
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技
術
名

高
耐
食
性
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
（
３
×
７
）

開
発
社

Ｊ
Ｆ
Ｅ
テ
ク
ノ
ワ
イ
ヤ
株
式
会
社

(補
足
)

落
石
防
護
柵

所
在
地

千
葉
市
中
央
区
新
浜
町
1
番
地

工
種

共
通

電
話
番
号

0
4
3
－
2
6
2
-
2
5
0
5

提
案
年
度

平
成
２
６
年
度

Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
tt
p
:/
/
w
w
w
.jf
e
-
te
c
h
n
o
-
w
ir
e
.c
o
.jp

施
工
年
月

平
成
１
６
年
３
月

施
工
場
所

東
京
都
御
蔵
島
村
（
伊
豆
諸
島
）

発
注
機
関

東
京
都
三
宅
支
庁

路
線
名
等

－

１
．
建
設
費
・
管
理
費
縮
減

２
．
安
全
性
向
上

３
．
品
質
向
上

４
．
工
期
短
縮
・
施
工
性
向
上

５
．
環
境
配
慮

施
工
業
者
の
意
見
（
匿
名
）

他
社
の
塗
装
や
被
覆
の
ﾜ
ｲ
ﾔ
ﾛ
ｰ
ﾌ
ﾟ
と
比
較
し
て
、
被
覆
性
能
が
良
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

塗
装
品
と
比
較
し
て
、
外
観
上
、
被
覆
の
割
れ
が
無
い
。

ま
た
、
よ
り
線
の
素
線
一
本
ず
つ
に
被
覆
し
て
い
る
た
め
、
被
覆
が
破
れ
た
場
合

も
被
害
は
よ
り
線
全
体
に
及
ば
ず
限
定
さ
れ
る
。

技
術
（
製
品
）
の
施
工
状
況

海
沿
い
で
且
つ
雨
量
が
多
い
こ
と
か
ら
金

属
製
の
部
材
は
腐
食
し
易
い
環
境
で
す
が
、

ロ
ー
プ
の
素
線
毎
に
被
覆
を
施
し
て
い
る
の

で
長
寿
命
が
得
ら
れ
ま
す
。

ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
の
被
覆
色
は
指
定
が
可

能
で
す
。

当
施
工
で
は
ネ
ッ
ト
と
同
色
の
グ
リ
ー
ン

を
使
用
し
て
い
ま
す
。

【
落
石
防
護
柵
へ
の
適
用
例
】

御
蔵
島

落
石
防
護
柵

高
耐
食
性
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ

技
術
名

Ｉ
(ア

イ
)ホ

ー
ル

開
発
社

日
本
Ｉ
ホ
ー
ル
工
業
会
(千

葉
窯
業
株
式
会
社
)

(補
足
)

矩
形
組
立
マ
ン
ホ
ー
ル

所
在
地

千
葉
市
中
央
区
市
場
町
３
－
１

工
種

下
水
道

電
話
番
号

0
4
3
-
2
2
1
-
3
4
7
1

提
案
年
度

平
成
2
6
年
度

Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
tt
p
:/
/
w
w
w
.c
h
ib
a
yo
g
yo
.c
o
.jp
/

施
工
年
月

平
成
2
8
年
1
月

施
工
場
所

千
葉
市
稲
毛
区
園
生
町

発
注
機
関

千
葉
市
建
設
局
下
水
道
建
設
部
下
水
道
建
設
課

路
線
名
等

１
．
建
設
費
・
管
理
費
縮
減

２
．
安
全
性
向
上

３
．
品
質
向
上

４
．
工
期
短
縮
・
施
工
性
向
上

５
．
環
境
配
慮

施
設
管
理
者
の
意
見
(千

葉
市
建
設
局
下
水
道
建
設
部
下
水
道
建
設
課
)

従
来
の
現
場
打
ち
構
造
で
の
構
築
と
比
較
し
て
、
十
分
な
作
業
ス
ペ
ー
ス
を
確

保
で
き
る
と
と
も
に
、
工
期
の
短
縮
も
図
れ
、
周
辺
住
民
や
現
道
交
通
へ
の
影
響

を
最
小
限
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

技
術
（
製
品
）
の
施
工
状
況

水
膨
張
性
弾
性
シ
ー
リ
ン
グ
材

(ガ
ン
塗
布
型
)

部
材

名
称

記
号

円
形
組
立
マ
ン
ホ
ー

ル
を
使
用

中
間

ブ
ロ

ッ
ク

Ｂ

管
取

付
ブ

ロ
ッ
ク

Ｈ
Ｄ

管
取

付
ブ

ロ
ッ
ク

Ｌ
Ｅ

頂
版

ブ
ロ

ッ
ク

Ａ

Ⅰ
ホ
ー
ル
標
準
部
材
構
成

現
場
打
ち
と
比
較
す
る
と
・
・
・

・
型
枠
等
の
必
要
が
無
い
た
め
省
ス
ペ
ー
ス

化
が
図
れ
る
。

・
養
生
の
必
要
が
無
い
た
め
、
工
期
短
縮
が

図
れ
る
。

⇓
⇓
⇓

周
辺
へ
の
影
響
軽
減

技
術
名

自
転
車
道
対
応
用
函
渠
型
側
溝

開
発
社

千
葉
窯
業
株
式
会
社

(補
足
)

ス
リ
ム
側
溝
自
転
車
道
対
応
型

所
在
地

千
葉
市
中
央
区
市
場
町
３
－
１

工
種

道
路

電
話
番
号

0
4

3
-
2

2
1

-
3

4
7

1

提
案
年
度

平
成
2
6
年
度

Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.c
h

ib
a
yo

g
yo

.c
o
.jp

/

施
工
年
月

平
成
2
7
年
4
月

施
工
場
所

千
葉
市
稲
毛
区
宮
野
木
町

発
注
機
関

千
葉
市
建
設
局
土
木
部
花
見
川
・
稲
毛
土
木
事
務
所

路
線
名
等

穴
川
犢
橋
町
線

１
．
建
設
費
・
管
理
費
縮
減

２
．
安
全
性
向
上

３
．
品
質
向
上

４
．
工
期
短
縮
・
施
工
性
向
上

５
．
環
境
配
慮

道
路
管
理
者
の
意
見
(千

葉
市
建
設
局
土
木
部
花
見
川
・
稲
毛
土
木
事
務
所
)

・
エ
プ
ロ
ン
幅
が
小
さ
く
、
路
肩
の
舗
装
幅
が
広
く
と
れ
た
の
で
、
今
後
自
転
車

の
走
行
環
境
を
整
備
す
る
際
に
活
き
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。

・
Ｌ
形
側
溝
に
比
べ
車
両
が
乗
る
可
能
性
が
か
な
り
低
い
の
で
、
経
年
で
目
地
の

抜
け
や
ガ
タ
ツ
キ
が
生
じ
る
可
能
性
も
低
い
の
で
は
と
思
わ
れ
る
。

技
術
（
製
品
）
の
施
工
状
況

技
術
名

Ｓ
Ｎ
側
溝

開
発
社

千
葉
窯
業
株
式
会
社

(補
足
)

省
ス
ペ
ー
ス
消
音
側
溝

所
在
地

千
葉
市
中
央
区
市
場
町
３
－
１

工
種

道
路

電
話
番
号

0
4

3
-
2

2
1

-
3

4
7

1

提
案
年
度

平
成
2
6
年
度

Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.c
h

ib
a
yo

g
yo

.c
o
.jp

/

施
工
年
月

平
成
2
7
年
5
月

施
工
場
所

千
葉
市
花
見
川
区
幕
張
本
郷

発
注
機
関

千
葉
市
建
設
局
土
木
部
花
見
川
・
稲
毛
土
木
事
務
所

路
線
名
等

幕
張
本
郷
3
3
号
線

１
．
建
設
費
・
管
理
費
縮
減

２
．
安
全
性
向
上

３
．
品
質
向
上

４
．
工
期
短
縮
・
施
工
性
向
上

５
．
環
境
配
慮

道
路
管
理
者
の
意
見
(千

葉
市
建
設
局
土
木
部
花
見
川
・
稲
毛
土
木
事
務
所
)

・
側
面
が
フ
ラ
ッ
ト
形
状
の
た
め
、
側
部
転
圧
作
業
性
の
向
上
、
十
分
な
仕
上
が

り
が
得
ら
れ
た
。

・
側
溝
外
幅
が
従
来
の
形
状
よ
り
も
小
さ
く
、
狭
い
道
路
で
の
適
用
が
有
効
で
あ

る
と
考
え
採
用
に
至
っ
た
。

・
側
溝
蓋
の
ガ
タ
ツ
キ
に
よ
る
騒
音
問
題
が
解
消
さ
れ
た
。

技
術
（
製
品
）
の
施
工
状
況
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技
術
名

ウ
ェ
ー
ブ
ボ
ウ
ソ
ウ

開
発
社

千
葉
県
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
協
同
組
合

(補
足
)

雑
草
抑
制
型
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品

所
在
地

千
葉
市
中
央
区
富
士
見
2
-
2
2
-
2

工
種

道
路

電
話
番
号

0
4
3
-
2
2
7
-
6
8
4
3

提
案
年
度

平
成
２
５
年
度

Ｕ
Ｒ
Ｌ

ht
tp
://
pa

rk
6.
w
ak

w
ak

.c
om

/~
co

nc
r

施
工
年
月

平
成
２
５
年
２
月

施
工
場
所

市
原
市
姉
崎

発
注
機
関

市
原
土
木
事
務
所

路
線
名
等

市
原
茂
原
線

１
．
建
設
費
・
管
理
費
縮
減

２
．
安
全
性
向
上

３
．
品
質
向
上

４
．
工
期
短
縮
・
施
工
性
向
上

５
．
環
境
配
慮

道
路
管
理
者
の
意
見
(市

原
土
木
事
務
所
)

当
土
木
事
務
所
で
は
歩
道
整
備
の
際
、
雑
草
対
策
と
し
て
本
製
品
を
採
用
し
ま

し
た
。
完
成
か
ら
４
年
経
過
し
ま
し
た
が
、
雑
草
の
発
生
が
比
較
的
少
な
い
た
め

十
分
効
果
が
得
ら
れ
て
い
ま
す
。

但
し
、
歩
道
舗
装
の
補
修
が
必
要
と
な
っ
た
と
き
、
打
換
え
時
に
雑
草
発
生
を

抑
制
さ
せ
る
ウ
ェ
ー
ブ
状
の
溝
を
削
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念
が

あ
る
た
め
、
本
製
品
の
周
知
（
製
品
に
ウ
ェ
ー
ブ
ボ
ウ
ソ
ウ
で
あ
る
こ
と
を
示
す

マ
ー
ク
が
あ
る
こ
と
）
等
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

技
術
（
製
品
）
の
施
工
状
況

←
ウ
ェ
ー
ブ
状

の
溝

※
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
次
製
品
に
ウ
ェ
ー
ブ
状
の
溝
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
の
剥
離
を
押
さ
え
雑
草
の
繁
殖
を
抑
制
し
ま
す
。
又
、
万
が
一
剥
離
し
て

も
ウ
ェ
ー
ブ
が
根
の
伸
長
を
妨
げ
生
育
を
抑
制
し
ま
す
。

※
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
次
製
品
に
ウ
ェ
ー
ブ
状
の
溝
を
設
け
る
こ
と

に
よ
り
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
剥
離
を
押
さ
え
雑
草
の
繁
殖
を
抑
制

し
ま
す
。
又
、
万
が
一
剥
離
し
て
も
ウ
ェ
ー
ブ
が
根
の
伸
長
を
妨

げ
生
育
を
抑
制
し
ま
す
。

技
術
名

ス
ー
パ
ー
ジ
ュ
ラ
イ
ト
シ
リ
ー
ズ

開
発
社

京
葉
興
業
株
式
会
社

(補
足
)

再
生
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
樹
脂
製
敷
板

所
在
地

千
葉
県
市
川
市
大
野
町
2
-
6
4
8
-
2

工
種

共
通

電
話
番
号

0
4
7
-
3
3
7
-
9
1
1
6

提
案
年
度

平
成
2
5
年
度

Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
tt
p
:/
/
w
w
w
.k
e
iy
o
-
k
o
g
yo
.jp
/

施
工
年
月

平
成
２
５
年
3
月

施
工
場
所

千
葉
県
佐
倉
市

発
注
機
関

民
間

路
線
名
等

１
．
建
設
費
・
管
理
費
縮
減

２
．
安
全
性
向
上

３
．
品
質
向
上

４
．
工
期
短
縮
・
施
工
性
向
上

５
．
環
境
配
慮

土
地
所
有
者
の
意
見

敷
き
鉄
板
と
違
う
点
は
、
車
か
ら
の
積
み
下
ろ
し
や
移
動
も
手
で
簡
単
に
作
業

で
き
る
程
、
軽
く
て
大
変
扱
い
や
す
い
製
品
で
あ
る
。
田
ん
ぼ
や
現
場
等
に
敷
い

て
作
業
で
き
、
敷
き
板
の
撤
去
後
も
地
面
が
固
く
な
ら
な
い
点
が
良
い
。
ま
た
、

耐
久
性
も
あ
り
、
地
面
に
良
く
馴
染
む
点
も
よ
い
。
使
用
後
の
手
入
れ
も
、
高
圧

洗
浄
で
簡
単
に
清
掃
が
で
き
保
管
で
き
る
。

技
術
（
製
品
）
の
施
工
状
況

「
ス
ー
パ
ー
ジ
ュ
ラ
イ
ト
シ
リ
ー
ズ
」
は
再
生
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
樹
脂
製
の
敷
板
で
す
。
敷
き
鉄
板
ま
で
は
必
要

と
し
な
い
Ｎ
値
2
以
上
の
地
盤
に
使
用
で
き
、
軽
量
で
耐
久
性
が
あ
り
積
載
効
率
も
敷
き
鉄
板
の
1
0
倍
以
上
で

す
。
歩
行
と
重
機
走
行
が
兼
用
で
き
る
安
全
性
の
高
い
敷
板
で
す
。
建
設
現
場
の
養
生
や
仮
設
駐
車
場
の
設
営

等
の
ご
利
用
と
共
に
、
軽
量
の
た
め
、
敷
板
撤
去
後
の
地
盤
が
敷
き
鉄
板
と
違
い
、
固
く
な
る
事
が
な
い
点
も

ご
好
評
を
頂
い
て
居
り
ま
す
。
ま
た
敷
板
を
粉
砕
し
再
利
用
で
き
る
た
め
、
環
境
に
も
配
慮
し
た
製
品
で
す
。

技
術
名

多
自
然
環
境
ブ
ロ
ッ
ク
（
V
C
シ
リ
ー
ズ
）

開
発
社

株
式
会
社

ト
ッ
コ
ン

(補
足
)

所
在
地

千
葉
県
い
す
み
市
岬
町
桑
田
1
2
7
1

工
種

河
川

電
話
番
号

0
4
7
0
－
8
7
－
5
1
1
1

提
案
年
度

平
成
2
5
年
度

Ｕ
Ｒ
Ｌ

ht
tp
://
w
w
w
.ii
zu

ka
-g
ro
up

.c
o.
jp
/

施
工
年
月

平
成
2
7
年
9
月

施
工
場
所

茂
原
市

長
尾

発
注
機
関

長
生
土
木
事
務
所

路
線
名
等

二
級
河
川
一
宮
水
系
阿
久
川

１
．
建
設
費
・
管
理
費
縮
減

２
．
安
全
性
向
上

３
．
品
質
向
上

４
．
工
期
短
縮
・
施
工
性
向
上

５
．
環
境
配
慮

河
川
管
理
者
の
意
見
(長

生
土
木
事
務
所
）

ブ
ロ
ッ
ク
の
明
度
が
低
い
こ
と
か
ら
、
景
観
に
調
和
し
た
護
岸
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
表
面
が
滑
り
に
く
い
た
め
、
安
全
性
に
優
れ
て
い
る
。

技
術
（
製
品
）
の
施
工
状
況

ブ
ロ
ッ
ク
設
置
状
況

完
成

計
画
断
面
図
：
河
川
災
害
復
旧
工
事

（
2
6
災
河
第
7
号
）

従
来
品

ス
ロ
テ
ク
ト
V
C

明
度
の
比
較

表
面
の
状
態

従
来
品
と
比
較
す
る
と
・
・
・

・
表
面
が
滑
り
に
く
く
安
全
性
に
優
れ
る
。

・
明
度
が
低
く
周
辺
の
環
境
と
調
和
し
て
い
る
。

・
ブ
ロ
ッ
ク
の
空
隙
部
分
か
ら
植
生
が
可
能
で
環

境
面
に
も
配
慮
し
て
い
る
。

ス
ロ
テ
ク
ト
V
C

ジ
ェ
ロ
ッ
ク

技
術
名

自
立
型
間
知
ブ
ロ
ッ
ク
積
工
法

開
発
社

株
式
会
社

ト
ッ
コ
ン

(補
足
)

所
在
地

千
葉
県
い
す
み
市
岬
町
桑
田
1
2
7
1

工
種

共
通

電
話
番
号

0
4
7
0
－
8
7
－
5
1
1
1

提
案
年
度

平
成
2
5
年
度

Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.ii
z
u

k
a
-
g
ro

u
p
.c

o
.jp

/

施
工
年
月

平
成
2
7
年
5
月

施
工
場
所

匝
瑳
市

吉
崎

発
注
機
関

海
匝
土
木
事
務
所

路
線
名
等

二
級
河
川
新
川
水
系
新
川

１
．
建
設
費
・
管
理
費
縮
減

２
．
安
全
性
向
上

３
．
品
質
向
上

４
．
工
期
短
縮
・
施
工
性
向
上

５
．
環
境
配
慮

河
川
管
理
者
の
意
見
(海

匝
土
木
事
務
所
）

自
立
型
間
知
ブ
ロ
ッ
ク
を
使
用
し
た
こ
と
で
、
積
み
上
げ
が
容
易
で
施
工
性
に
優

れ
従
来
型
に
比
べ
工
期
短
縮
が
図
れ
た
と
感
じ
た
。

設
計
は
間
知
ブ
ロ
ッ
ク
（
控
3
5
0
m
m
）
と
裏
込
コ
ン
ク
リ
ー
ト
（
1
0
0
m
m
)

で
あ
っ
た
が
、
控
4
5
0
m
m
の
製
品
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
裏
型
枠
を
設
置
せ
ず

に
胴
込
め
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
設
で
き
る
こ
と
で
出
来
形
管
理
の
簡
略
化
が
で
き

た
。

技
術
（
製
品
）
の
施
工
状
況

ブ
ロ
ッ
ク
積
上
げ
後
、
裏
込
め
砕
石
施
工

完
成

従
来
品
と
比
較
す
る
と
・
・
・

胴
が
い
・
尻
が
い
及
び
裏
型
枠
が
不
要
と
な
り
施

工
性
と
品
質
の
向
上
が
期
待
で
き
る
。

計
画
断
面
図
：
広
域
河
川
改
修
（
復
興
）
工
事

（
護
岸
工
そ
の
1
2
）

こ
の
背
面
壁
が
裏
型
枠
の

代
り
と
し
て
施
工
可
能

裏
込
コ
ン
ク
リ
ー
ト
厚
を
含

め
た
製
品
を
ご
用
意
し
て
い

ま
す
。
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技
術
名

ウ
ェ
ー
ブ
ボ
ウ
ソ
ウ

開
発
社

千
葉
県
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
協
同
組
合

(補
足
)

雑
草
抑
制
型
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品

所
在
地

千
葉
市
中
央
区
富
士
見
2
-
2
2
-
2

工
種

道
路

電
話
番
号

0
4
3
-
2
2
7
-
6
8
4
3

提
案
年
度

平
成
２
５
年
度

Ｕ
Ｒ
Ｌ

ht
tp
://
pa

rk
6.
w
ak

w
ak

.c
om

/~
co

nc
r

施
工
年
月

平
成
２
５
年
２
月

施
工
場
所

市
原
市
姉
崎

発
注
機
関

市
原
土
木
事
務
所

路
線
名
等

市
原
茂
原
線

１
．
建
設
費
・
管
理
費
縮
減

２
．
安
全
性
向
上

３
．
品
質
向
上

４
．
工
期
短
縮
・
施
工
性
向
上

５
．
環
境
配
慮

道
路
管
理
者
の
意
見
(市

原
土
木
事
務
所
)

当
土
木
事
務
所
で
は
歩
道
整
備
の
際
、
雑
草
対
策
と
し
て
本
製
品
を
採
用
し
ま

し
た
。
完
成
か
ら
４
年
経
過
し
ま
し
た
が
、
雑
草
の
発
生
が
比
較
的
少
な
い
た
め

十
分
効
果
が
得
ら
れ
て
い
ま
す
。

但
し
、
歩
道
舗
装
の
補
修
が
必
要
と
な
っ
た
と
き
、
打
換
え
時
に
雑
草
発
生
を

抑
制
さ
せ
る
ウ
ェ
ー
ブ
状
の
溝
を
削
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念
が

あ
る
た
め
、
本
製
品
の
周
知
（
製
品
に
ウ
ェ
ー
ブ
ボ
ウ
ソ
ウ
で
あ
る
こ
と
を
示
す

マ
ー
ク
が
あ
る
こ
と
）
等
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

技
術
（
製
品
）
の
施
工
状
況

←
ウ
ェ
ー
ブ
状

の
溝

※
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
次
製
品
に
ウ
ェ
ー
ブ
状
の
溝
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
の
剥
離
を
押
さ
え
雑
草
の
繁
殖
を
抑
制
し
ま
す
。
又
、
万
が
一
剥
離
し
て

も
ウ
ェ
ー
ブ
が
根
の
伸
長
を
妨
げ
生
育
を
抑
制
し
ま
す
。

※
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
次
製
品
に
ウ
ェ
ー
ブ
状
の
溝
を
設
け
る
こ
と

に
よ
り
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
剥
離
を
押
さ
え
雑
草
の
繁
殖
を
抑
制

し
ま
す
。
又
、
万
が
一
剥
離
し
て
も
ウ
ェ
ー
ブ
が
根
の
伸
長
を
妨

げ
生
育
を
抑
制
し
ま
す
。

技
術
名

ス
ー
パ
ー
ジ
ュ
ラ
イ
ト
シ
リ
ー
ズ

開
発
社

京
葉
興
業
株
式
会
社

(補
足
)

再
生
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
樹
脂
製
敷
板

所
在
地

千
葉
県
市
川
市
大
野
町
2
-
6
4
8
-
2

工
種

共
通

電
話
番
号

0
4
7
-
3
3
7
-
9
1
1
6

提
案
年
度

平
成
2
5
年
度

Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
tt
p
:/
/
w
w
w
.k
e
iy
o
-
k
o
g
yo
.jp
/

施
工
年
月

平
成
２
５
年
3
月

施
工
場
所

千
葉
県
佐
倉
市

発
注
機
関

民
間

路
線
名
等

１
．
建
設
費
・
管
理
費
縮
減

２
．
安
全
性
向
上

３
．
品
質
向
上

４
．
工
期
短
縮
・
施
工
性
向
上

５
．
環
境
配
慮

土
地
所
有
者
の
意
見

敷
き
鉄
板
と
違
う
点
は
、
車
か
ら
の
積
み
下
ろ
し
や
移
動
も
手
で
簡
単
に
作
業

で
き
る
程
、
軽
く
て
大
変
扱
い
や
す
い
製
品
で
あ
る
。
田
ん
ぼ
や
現
場
等
に
敷
い

て
作
業
で
き
、
敷
き
板
の
撤
去
後
も
地
面
が
固
く
な
ら
な
い
点
が
良
い
。
ま
た
、

耐
久
性
も
あ
り
、
地
面
に
良
く
馴
染
む
点
も
よ
い
。
使
用
後
の
手
入
れ
も
、
高
圧

洗
浄
で
簡
単
に
清
掃
が
で
き
保
管
で
き
る
。

技
術
（
製
品
）
の
施
工
状
況

「
ス
ー
パ
ー
ジ
ュ
ラ
イ
ト
シ
リ
ー
ズ
」
は
再
生
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
樹
脂
製
の
敷
板
で
す
。
敷
き
鉄
板
ま
で
は
必
要

と
し
な
い
Ｎ
値
2
以
上
の
地
盤
に
使
用
で
き
、
軽
量
で
耐
久
性
が
あ
り
積
載
効
率
も
敷
き
鉄
板
の
1
0
倍
以
上
で

す
。
歩
行
と
重
機
走
行
が
兼
用
で
き
る
安
全
性
の
高
い
敷
板
で
す
。
建
設
現
場
の
養
生
や
仮
設
駐
車
場
の
設
営

等
の
ご
利
用
と
共
に
、
軽
量
の
た
め
、
敷
板
撤
去
後
の
地
盤
が
敷
き
鉄
板
と
違
い
、
固
く
な
る
事
が
な
い
点
も

ご
好
評
を
頂
い
て
居
り
ま
す
。
ま
た
敷
板
を
粉
砕
し
再
利
用
で
き
る
た
め
、
環
境
に
も
配
慮
し
た
製
品
で
す
。

技
術
名

多
自
然
環
境
ブ
ロ
ッ
ク
（
V
C
シ
リ
ー
ズ
）

開
発
社

株
式
会
社

ト
ッ
コ
ン

(補
足
)

所
在
地

千
葉
県
い
す
み
市
岬
町
桑
田
1
2
7
1

工
種

河
川

電
話
番
号

0
4
7
0
－
8
7
－
5
1
1
1

提
案
年
度

平
成
2
5
年
度

Ｕ
Ｒ
Ｌ

ht
tp
://
w
w
w
.ii
zu

ka
-g
ro
up

.c
o.
jp
/

施
工
年
月

平
成
2
7
年
9
月

施
工
場
所

茂
原
市

長
尾

発
注
機
関

長
生
土
木
事
務
所

路
線
名
等

二
級
河
川
一
宮
水
系
阿
久
川

１
．
建
設
費
・
管
理
費
縮
減

２
．
安
全
性
向
上

３
．
品
質
向
上

４
．
工
期
短
縮
・
施
工
性
向
上

５
．
環
境
配
慮

河
川
管
理
者
の
意
見
(長

生
土
木
事
務
所
）

ブ
ロ
ッ
ク
の
明
度
が
低
い
こ
と
か
ら
、
景
観
に
調
和
し
た
護
岸
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
表
面
が
滑
り
に
く
い
た
め
、
安
全
性
に
優
れ
て
い
る
。

技
術
（
製
品
）
の
施
工
状
況

ブ
ロ
ッ
ク
設
置
状
況

完
成

計
画
断
面
図
：
河
川
災
害
復
旧
工
事

（
2
6
災
河
第
7
号
）

従
来
品

ス
ロ
テ
ク
ト
V
C

明
度
の
比
較

表
面
の
状
態

従
来
品
と
比
較
す
る
と
・
・
・

・
表
面
が
滑
り
に
く
く
安
全
性
に
優
れ
る
。

・
明
度
が
低
く
周
辺
の
環
境
と
調
和
し
て
い
る
。

・
ブ
ロ
ッ
ク
の
空
隙
部
分
か
ら
植
生
が
可
能
で
環

境
面
に
も
配
慮
し
て
い
る
。

ス
ロ
テ
ク
ト
V
C

ジ
ェ
ロ
ッ
ク

技
術
名

自
立
型
間
知
ブ
ロ
ッ
ク
積
工
法

開
発
社

株
式
会
社

ト
ッ
コ
ン

(補
足
)

所
在
地

千
葉
県
い
す
み
市
岬
町
桑
田
1
2
7
1

工
種

共
通

電
話
番
号

0
4
7
0
－
8
7
－
5
1
1
1

提
案
年
度

平
成
2
5
年
度

Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.ii
z
u

k
a
-
g
ro

u
p
.c

o
.jp

/

施
工
年
月

平
成
2
7
年
5
月

施
工
場
所

匝
瑳
市

吉
崎

発
注
機
関

海
匝
土
木
事
務
所

路
線
名
等

二
級
河
川
新
川
水
系
新
川

１
．
建
設
費
・
管
理
費
縮
減

２
．
安
全
性
向
上

３
．
品
質
向
上

４
．
工
期
短
縮
・
施
工
性
向
上

５
．
環
境
配
慮

河
川
管
理
者
の
意
見
(海

匝
土
木
事
務
所
）

自
立
型
間
知
ブ
ロ
ッ
ク
を
使
用
し
た
こ
と
で
、
積
み
上
げ
が
容
易
で
施
工
性
に
優

れ
従
来
型
に
比
べ
工
期
短
縮
が
図
れ
た
と
感
じ
た
。

設
計
は
間
知
ブ
ロ
ッ
ク
（
控
3
5
0
m
m
）
と
裏
込
コ
ン
ク
リ
ー
ト
（
1
0
0
m
m
)

で
あ
っ
た
が
、
控
4
5
0
m
m
の
製
品
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
裏
型
枠
を
設
置
せ
ず

に
胴
込
め
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
設
で
き
る
こ
と
で
出
来
形
管
理
の
簡
略
化
が
で
き

た
。

技
術
（
製
品
）
の
施
工
状
況

ブ
ロ
ッ
ク
積
上
げ
後
、
裏
込
め
砕
石
施
工

完
成

従
来
品
と
比
較
す
る
と
・
・
・

胴
が
い
・
尻
が
い
及
び
裏
型
枠
が
不
要
と
な
り
施

工
性
と
品
質
の
向
上
が
期
待
で
き
る
。

計
画
断
面
図
：
広
域
河
川
改
修
（
復
興
）
工
事

（
護
岸
工
そ
の
1
2
）

こ
の
背
面
壁
が
裏
型
枠
の

代
り
と
し
て
施
工
可
能

裏
込
コ
ン
ク
リ
ー
ト
厚
を
含

め
た
製
品
を
ご
用
意
し
て
い

ま
す
。
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技
術
名

ト
ッ
プ
ベ
ー
ス
工
法

開
発
社

株
式
会
社

ト
ッ
コ
ン

(補
足
)

コ
マ
型
基
礎
工
法

所
在
地

千
葉
県
い
す
み
市
岬
町
桑
田
1
2
7
1

工
種

共
通

電
話
番
号

0
4
7
0
－
8
7
－
5
1
1
1

提
案
年
度

平
成
2
5
年
度

Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.ii
z
u

k
a
-
g
ro

u
p
.c

o
.jp

/

施
工
年
月

平
成
2
7
年
1
1
月

施
工
場
所

浦
安
市

舞
浜

発
注
機
関

葛
南
土
木
事
務
所

路
線
名
等

浦
安
海
岸

１
．
建
設
費
・
管
理
費
縮
減

２
．
安
全
性
向
上

３
．
品
質
向
上

４
．
工
期
短
縮
・
施
工
性
向
上

５
．
環
境
配
慮

海
岸
管
理
者
の
意
見
(葛

南
土
木
事
務
所
)

高
潮
護
岸
を
整
備
し
て
い
る
浦
安
海
岸
舞
浜
地
区
で
は
、
地
盤
が
軟
弱
で
あ
る
こ

と
か
ら
特
に
不
等
沈
下
が
懸
念
さ
れ
る
場
所
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
護
岸
基
礎
部

に
は
、
荷
重
分
散
に
よ
る
沈
下
抑
制
が
図
れ
る
ト
ッ
プ
ベ
ー
ス
工
法
（
連
結
タ
イ

プ
）
を
採
用
し
て
お
り
、
経
済
性
、
施
工
性
に
も
優
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

技
術
（
製
品
）
の
施
工
状
況

計
画
断
面
図
:海

岸
基
盤
整
備
工
事

（
護
岸
工
そ
の
2
5
）

コ
マ
型
ブ
ロ
ッ
ク
設
置
状
況

設
置
完
了

特
徴

・
構
造
物
等
の
荷
重
を
分
散
し
て
ス
ム
ー
ズ
に
地
盤

に
伝
え
て
支
持
力
不
足
を
補
い
、
沈
下
抑
制
に
多
大

な
効
果
を
発
揮
で
き
る
。

・
大
型
の
施
工
機
械
を
使
用
せ
ず
経
済
性
、
施
工
性

の
向
上
が
期
待
で
き
る
。

連
結
タ
イ
プ

単
独
タ
イ
プ

技
術
名

ロ
ボ
ッ
ク

開
発
社

株
式
会
社

ト
ッ
コ
ン

(補
足
)

連
結
ボ
ル
ト
結
合
に
よ
る

多
自
然
大
型
空
積
ブ
ロ
ッ
ク

所
在
地

千
葉
県
い
す
み
市
岬
町
桑
田
1
2
7
1

工
種

河
川

電
話
番
号

0
4
7
0
－
8
7
－
5
1
1
1

提
案
年
度

平
成
2
5
年
度

Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.ii
z
u

k
a
-
g
ro

u
p
.c

o
.jp

/

施
工
年
月

平
成
2
6
年
3
月

施
工
場
所

富
津
市
金
谷

発
注
機
関

富
津
市
役
所

路
線
名
等

普
通
河
川
矢
五
川

１
．
建
設
費
・
管
理
費
縮
減

２
．
安
全
性
向
上

３
．
品
質
向
上

４
．
工
期
短
縮
・
施
工
性
向
上

５
．
環
境
配
慮

河
川
管
理
者
の
意
見
(富

津
市
役
所
)

当
現
場
は
、
川
幅
が
狭
く
ま
た
民
家
が
隣
接
し
て
い
る
事
か
ら
用
地
に
制
限
が
あ

り
ま
し
た
。
籠
護
岸
に
比
べ
使
用
す
る
用
地
幅
が
狭
く
、
ブ
ロ
ッ
ク
の
結
合
を
連

結
ボ
ル
ト
に
よ
り
行
う
こ
と
に
よ
り
連
続
施
工
を
可
能
と
し
工
期
の
短
縮
を
図
る

こ
と
が
可
能
な
、
本
製
品
を
採
用
し
ま
し
た
。

ま
た
、
緑
化
タ
イ
プ
は
胴
込
め
に
発
生
土
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
残
土
の
低
減

お
よ
び
壁
面
の
緑
化
に
よ
る
景
観
へ
の
配
慮
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

技
術
（
製
品
）
の
施
工
状
況

計
画
断
面
図
：
河
川
災
害
復
旧
工
事

（
2
5
災
第
8
号
）

景
観
タ
イ
プ
設
置
・
胴
込
砕
石
充
填
状
況

緑
化

タ
イ

プ
完

成

特
徴

・
連
結
ボ
ル
ト
を

使
用
す
る
こ
と
に

よ
り
練
積
コ
ン
ク

リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク

と
同
等
の
構
造
と

な
る
。

・
景
観
、
緑
化
、

魚
巣
タ
イ
プ
な
ど

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
揃
え
て
い
る
。

植
生
イ
メ
ー
ジ

技
術
名

Ｖ
ロ
ッ
ク

開
発
社

株
式
会
社

ト
ッ
コ
ン

(補
足
)

大
型
練
積
ブ
ロ
ッ
ク

所
在
地

千
葉
県
い
す
み
市
岬
町
桑
田
1
2
7
1

工
種

共
通

電
話
番
号

0
4
7
0
－
8
7
－
5
1
1
1

提
案
年
度

平
成
2
5
年
度

Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.ii
z
u

k
a
-
g
ro

u
p
.c

o
.jp

/

施
工
年
月

平
成
2
6
年
1
0
月

施
工
場
所

い
す
み
市
正
立
寺

発
注
機
関

い
す
み
市
役
所

路
線
名
等

市
道
夷
3
1
1
号
線

１
．
建
設
費
・
管
理
費
縮
減

２
．
安
全
性
向
上

３
．
品
質
向
上

４
．
工
期
短
縮
・
施
工
性
向
上

５
．
環
境
配
慮

施
設
管
理
者
の
意
見
(い

す
み
市
役
所
)

本
製
品
を
使
用
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
従
来
の
間
知
ブ
ロ
ッ
ク
だ
と
1
0
個
/
m
2
必

要
な
と
こ
ろ
、
本
製
品
は
1
.6
個
/
m
2
で
対
応
で
き
、
さ
ら
に
、
ブ
ロ
ッ
ク
上
下

面
が
水
平
で
あ
り
、
水
平
積
で
自
立
す
る
た
め
施
工
性
が
よ
く
作
業
効
率
が
上

が
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
回
は
河
川
護
岸
と
し
て
使
用
し
ま
し
た
が
、
ブ
ロ
ッ
ク

壁
面
が
擬
石
模
様
で
あ
り
、
自
然
石
状
の
景
観
を
し
て
い
る
た
め
周
辺
環
境
と
の

違
和
感
が
少
な
い
と
思
い
ま
す
。

技
術
（
製
品
）
の
施
工
状
況

計
画
断
面
図
:社

会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
工
事

ブ
ロ
ッ
ク
設
置
状
況

完
成

従
来
品
と
比
較
す
る
と
・
・
・

・
従
来
は
1
0
個
/
㎡
程
度
だ
っ
た
も
の
を
1
.6
個
/
㎡
の

規
格
に
し
た
こ
と
に
よ
り
施
工
性
が
向
上
。

・
ブ
ロ
ッ
ク
上
下
面
を
水
平
構
造
と
し
た
こ
と
に
よ
り
、

水
平
積
で
自
立
す
る
た
め
、
施
工
時
の
安
定
性
が
向
上
。

技
術
名

基
礎
ブ
ロ
ッ
ク

開
発
社

株
式
会
社

ト
ッ
コ
ン

(補
足
)

自
立
型
間
知
ブ
ロ
ッ
ク
積
用

所
在
地

千
葉
県
い
す
み
市
岬
町
桑
田
1
2
7
1

工
種

共
通

電
話
番
号

0
4
7
0
－
8
7
－
5
1
1
1

提
案
年
度

平
成
2
5
年
度

Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.ii
z
u

k
a
-
g
ro

u
p
.c

o
.jp

/

施
工
年
月

平
成
2
6
年
2
月

施
工
場
所

千
葉
市
花
見
川
区
犢
橋
地
先

発
注
機
関

千
葉
土
木
事
務
所

路
線
名
等

一
級
河
川
利
根
川
水
系

印
旛
放
水
路

１
．
建
設
費
・
管
理
費
縮
減

２
．
安
全
性
向
上

３
．
品
質
向
上

４
．
工
期
短
縮
・
施
工
性
向
上

５
．
環
境
配
慮

河
川
管
理
者
の
意
見
(千

葉
土
木
事
務
所
)

プ
レ
キ
ャ
ス
ト
基
礎
ブ
ロ
ッ
ク
を
使
用
す
る
こ
と
で
型
枠
組
立
、
脱
型
が
不
要
な

こ
と
か
ら
、
工
期
短
縮
と
出
来
形
・
品
質
管
理
の
簡
略
化
が
図
れ
ま
す
。

製
品
コ
ス
ト
が
高
く
と
も
、
大
幅
な
工
期
短
縮
が
可
能
な
こ
と
か
ら
、
今
後
使
用

頻
度
が
増
え
る
と
考
え
ま
す
。

技
術
（
製
品
）
の
施
工
状
況

計
画
断
面
図
：
広
域
河
川
改
修
工
事
（
護
岸
工
）

ブ
ロ
ッ
ク
形
状
確
認

擁
壁
構
造
に
合
わ
せ
た
多
様
な
シ
リ
ー
ズ
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

胴
込
め
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
後
完
成

従
来
品
と
比
較
す
る
と
・
・
・

従
来
は
現
場
打
ち
で
対
応
し
て
い
た
も
の
を
、
本
製
品
の

活
用
に
よ
り
、
ブ
ロ
ッ
ク
積
基
礎
工
事
の
施
工
性
が
向
上
し
、

工
期
の
短
縮
が
期
待
で
き
る
。

自
立
型
間
知
ブ
ロ
ッ
ク
用

基
礎
ブ
ロ
ッ
ク

Ｖ
ロ
ッ
ク
用

基
礎
ブ
ロ
ッ
ク

ロ
ボ
ッ
ク
用

基
礎
ブ
ロ
ッ
ク
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技
術
名

ト
ッ
プ
ベ
ー
ス
工
法

開
発
社

株
式
会
社

ト
ッ
コ
ン

(補
足
)

コ
マ
型
基
礎
工
法

所
在
地

千
葉
県
い
す
み
市
岬
町
桑
田
1
2
7
1

工
種

共
通

電
話
番
号

0
4
7
0
－
8
7
－
5
1
1
1

提
案
年
度

平
成
2
5
年
度

Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.ii
z
u

k
a
-
g
ro

u
p
.c

o
.jp

/

施
工
年
月

平
成
2
7
年
1
1
月

施
工
場
所

浦
安
市

舞
浜

発
注
機
関

葛
南
土
木
事
務
所

路
線
名
等

浦
安
海
岸

１
．
建
設
費
・
管
理
費
縮
減

２
．
安
全
性
向
上

３
．
品
質
向
上

４
．
工
期
短
縮
・
施
工
性
向
上

５
．
環
境
配
慮

海
岸
管
理
者
の
意
見
(葛

南
土
木
事
務
所
)

高
潮
護
岸
を
整
備
し
て
い
る
浦
安
海
岸
舞
浜
地
区
で
は
、
地
盤
が
軟
弱
で
あ
る
こ

と
か
ら
特
に
不
等
沈
下
が
懸
念
さ
れ
る
場
所
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
護
岸
基
礎
部

に
は
、
荷
重
分
散
に
よ
る
沈
下
抑
制
が
図
れ
る
ト
ッ
プ
ベ
ー
ス
工
法
（
連
結
タ
イ

プ
）
を
採
用
し
て
お
り
、
経
済
性
、
施
工
性
に
も
優
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

技
術
（
製
品
）
の
施
工
状
況

計
画
断
面
図
:海

岸
基
盤
整
備
工
事

（
護
岸
工
そ
の
2
5
）

コ
マ
型
ブ
ロ
ッ
ク
設
置
状
況

設
置
完
了

特
徴

・
構
造
物
等
の
荷
重
を
分
散
し
て
ス
ム
ー
ズ
に
地
盤

に
伝
え
て
支
持
力
不
足
を
補
い
、
沈
下
抑
制
に
多
大

な
効
果
を
発
揮
で
き
る
。

・
大
型
の
施
工
機
械
を
使
用
せ
ず
経
済
性
、
施
工
性

の
向
上
が
期
待
で
き
る
。

連
結
タ
イ
プ

単
独
タ
イ
プ

技
術
名

ロ
ボ
ッ
ク

開
発
社

株
式
会
社

ト
ッ
コ
ン

(補
足
)

連
結
ボ
ル
ト
結
合
に
よ
る

多
自
然
大
型
空
積
ブ
ロ
ッ
ク

所
在
地

千
葉
県
い
す
み
市
岬
町
桑
田
1
2
7
1

工
種

河
川

電
話
番
号

0
4
7
0
－
8
7
－
5
1
1
1

提
案
年
度

平
成
2
5
年
度

Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.ii
z
u

k
a
-
g
ro

u
p
.c

o
.jp

/

施
工
年
月

平
成
2
6
年
3
月

施
工
場
所

富
津
市
金
谷

発
注
機
関

富
津
市
役
所

路
線
名
等

普
通
河
川
矢
五
川

１
．
建
設
費
・
管
理
費
縮
減

２
．
安
全
性
向
上

３
．
品
質
向
上

４
．
工
期
短
縮
・
施
工
性
向
上

５
．
環
境
配
慮

河
川
管
理
者
の
意
見
(富

津
市
役
所
)

当
現
場
は
、
川
幅
が
狭
く
ま
た
民
家
が
隣
接
し
て
い
る
事
か
ら
用
地
に
制
限
が
あ

り
ま
し
た
。
籠
護
岸
に
比
べ
使
用
す
る
用
地
幅
が
狭
く
、
ブ
ロ
ッ
ク
の
結
合
を
連

結
ボ
ル
ト
に
よ
り
行
う
こ
と
に
よ
り
連
続
施
工
を
可
能
と
し
工
期
の
短
縮
を
図
る

こ
と
が
可
能
な
、
本
製
品
を
採
用
し
ま
し
た
。

ま
た
、
緑
化
タ
イ
プ
は
胴
込
め
に
発
生
土
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
残
土
の
低
減

お
よ
び
壁
面
の
緑
化
に
よ
る
景
観
へ
の
配
慮
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

技
術
（
製
品
）
の
施
工
状
況

計
画
断
面
図
：
河
川
災
害
復
旧
工
事

（
2
5
災
第
8
号
）

景
観
タ
イ
プ
設
置
・
胴
込
砕
石
充
填
状
況

緑
化

タ
イ

プ
完

成

特
徴

・
連
結
ボ
ル
ト
を

使
用
す
る
こ
と
に

よ
り
練
積
コ
ン
ク

リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク

と
同
等
の
構
造
と

な
る
。

・
景
観
、
緑
化
、

魚
巣
タ
イ
プ
な
ど

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
揃
え
て
い
る
。

植
生
イ
メ
ー
ジ

技
術
名

Ｖ
ロ
ッ
ク

開
発
社

株
式
会
社

ト
ッ
コ
ン

(補
足
)

大
型
練
積
ブ
ロ
ッ
ク

所
在
地

千
葉
県
い
す
み
市
岬
町
桑
田
1
2
7
1

工
種

共
通

電
話
番
号

0
4
7
0
－
8
7
－
5
1
1
1

提
案
年
度

平
成
2
5
年
度

Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.ii
z
u

k
a
-
g
ro

u
p
.c

o
.jp

/

施
工
年
月

平
成
2
6
年
1
0
月

施
工
場
所

い
す
み
市
正
立
寺

発
注
機
関

い
す
み
市
役
所

路
線
名
等

市
道
夷
3
1
1
号
線

１
．
建
設
費
・
管
理
費
縮
減

２
．
安
全
性
向
上

３
．
品
質
向
上

４
．
工
期
短
縮
・
施
工
性
向
上

５
．
環
境
配
慮

施
設
管
理
者
の
意
見
(い

す
み
市
役
所
)

本
製
品
を
使
用
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
従
来
の
間
知
ブ
ロ
ッ
ク
だ
と
1
0
個
/
m
2
必

要
な
と
こ
ろ
、
本
製
品
は
1
.6
個
/
m
2
で
対
応
で
き
、
さ
ら
に
、
ブ
ロ
ッ
ク
上
下

面
が
水
平
で
あ
り
、
水
平
積
で
自
立
す
る
た
め
施
工
性
が
よ
く
作
業
効
率
が
上

が
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
回
は
河
川
護
岸
と
し
て
使
用
し
ま
し
た
が
、
ブ
ロ
ッ
ク

壁
面
が
擬
石
模
様
で
あ
り
、
自
然
石
状
の
景
観
を
し
て
い
る
た
め
周
辺
環
境
と
の

違
和
感
が
少
な
い
と
思
い
ま
す
。

技
術
（
製
品
）
の
施
工
状
況

計
画
断
面
図
:社

会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
工
事

ブ
ロ
ッ
ク
設
置
状
況

完
成

従
来
品
と
比
較
す
る
と
・
・
・

・
従
来
は
1
0
個
/
㎡
程
度
だ
っ
た
も
の
を
1
.6
個
/
㎡
の

規
格
に
し
た
こ
と
に
よ
り
施
工
性
が
向
上
。

・
ブ
ロ
ッ
ク
上
下
面
を
水
平
構
造
と
し
た
こ
と
に
よ
り
、

水
平
積
で
自
立
す
る
た
め
、
施
工
時
の
安
定
性
が
向
上
。

技
術
名

基
礎
ブ
ロ
ッ
ク

開
発
社

株
式
会
社

ト
ッ
コ
ン

(補
足
)

自
立
型
間
知
ブ
ロ
ッ
ク
積
用

所
在
地

千
葉
県
い
す
み
市
岬
町
桑
田
1
2
7
1

工
種

共
通

電
話
番
号

0
4
7
0
－
8
7
－
5
1
1
1

提
案
年
度

平
成
2
5
年
度

Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.ii
z
u

k
a
-
g
ro

u
p
.c

o
.jp

/

施
工
年
月

平
成
2
6
年
2
月

施
工
場
所

千
葉
市
花
見
川
区
犢
橋
地
先

発
注
機
関

千
葉
土
木
事
務
所

路
線
名
等

一
級
河
川
利
根
川
水
系

印
旛
放
水
路

１
．
建
設
費
・
管
理
費
縮
減

２
．
安
全
性
向
上

３
．
品
質
向
上

４
．
工
期
短
縮
・
施
工
性
向
上

５
．
環
境
配
慮

河
川
管
理
者
の
意
見
(千

葉
土
木
事
務
所
)

プ
レ
キ
ャ
ス
ト
基
礎
ブ
ロ
ッ
ク
を
使
用
す
る
こ
と
で
型
枠
組
立
、
脱
型
が
不
要
な

こ
と
か
ら
、
工
期
短
縮
と
出
来
形
・
品
質
管
理
の
簡
略
化
が
図
れ
ま
す
。

製
品
コ
ス
ト
が
高
く
と
も
、
大
幅
な
工
期
短
縮
が
可
能
な
こ
と
か
ら
、
今
後
使
用

頻
度
が
増
え
る
と
考
え
ま
す
。

技
術
（
製
品
）
の
施
工
状
況

計
画
断
面
図
：
広
域
河
川
改
修
工
事
（
護
岸
工
）

ブ
ロ
ッ
ク
形
状
確
認

擁
壁
構
造
に
合
わ
せ
た
多
様
な
シ
リ
ー
ズ
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

胴
込
め
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
後
完
成

従
来
品
と
比
較
す
る
と
・
・
・

従
来
は
現
場
打
ち
で
対
応
し
て
い
た
も
の
を
、
本
製
品
の

活
用
に
よ
り
、
ブ
ロ
ッ
ク
積
基
礎
工
事
の
施
工
性
が
向
上
し
、

工
期
の
短
縮
が
期
待
で
き
る
。

自
立
型
間
知
ブ
ロ
ッ
ク
用

基
礎
ブ
ロ
ッ
ク

Ｖ
ロ
ッ
ク
用

基
礎
ブ
ロ
ッ
ク

ロ
ボ
ッ
ク
用

基
礎
ブ
ロ
ッ
ク
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